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た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

一
、
原
稿
の
配
列
順
序
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示
す

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
六
頁
第
二
図
参
照
）
。

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

（
単
位

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

凡

例

口〗
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

ロロロ

••• 
付
し
た
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

A
A、

＜
 

「
」

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

木
簡
の
上
端
・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

4
 



1979年出上の木簡

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
に
よ

り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

異
筆
、
追
筆
。

１
１
　

　

合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　
　
校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

ｉ
…
・
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

＝
・　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
こ
の
符
号
を
つ
け
た
。

、
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
を
示
す
。

、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
六
頁
第
一
図
参
照
）。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
淫
型
式
　
小
形
短
形
の
も
の
。

ｏ
博
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
駕
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
器
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
怒
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
粥
の
も
の
。

ｏ留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ３
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
圏
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
冒
型
式
　
削
居
。

広
島

・
車
戸
千
軒
町
遺
跡
で
は
、
右
の
一
五
型
式
で
は
表
現
し
が

た
い
木
簡
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
型
式
番
号
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ｏ
示
型
式
　
短
冊
型
で
両
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
電
型
式
　
短
冊
型
で

一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
駕
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
い
ず
れ
か
に
切
込
み
を
い

れ
た
も
の
。

ｏ
謎
型
式
　
表
面
が
長
方
形
の
角
材
の
一
端
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
ド
型
式
　
削
り
込
ん
だ
角
材
の
一
端
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。
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1979年出上の木簡

奈
良
・
平
城
宮

・
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
華
寺
町

。
北
新
町

２
　
調
査
期
間
　
　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区
　
一
九
七
九
年
十
月
ｔ

一
九
八
〇

年

一
月
、
東
院
地
区
　
一
九
八
〇
年

一
月
ぞ
五
月
、
左
京

三
条

一
坊
十
五
坪
　
一
九
七
九
年
七
月
、
左
京
二
条

一
坊

八
坪

一
九
七
九
年
十
二
月
、
左
京
三
条
二
坊
七
坪

一
九

七
九
年
十
二
月
、
阿
弥
陀
浄
土
廃
跡
　
一
九
八
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

・
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡
、
都
城
跡
、
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
に
お
い
て
は
、
宮
内
で
は
二
調
査
地
区
か
ら
、
京
内
で
は
五

個
所
か
ら
木
簡
が
出
上
し
た
。

一　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区

（第
一
一
七
次
）

平
城
宮
の
中
央
、
朱
雀
門
の
北
方
は
、
推
定
第

一
次
内
裏

・
朝
堂
廃
地
域
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
本
調
査
は
そ
の
東
北
隅
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
第

一
次
内
一異

地
区
は
、　
一
九
六
五
年
の
第
二
七
次
調
査
以
来
七
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
今
回
の
調
査
で
東
半
部
の
調
査
は
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

主
な
遺
構
は
、
澪
積
擁
壁
、
石
積
擁
壁
、
築
地
回
廊
、
土
塁
、
建
物
二
棟
、

塀
三
条
、
井
戸

一
基
、
濤
、
車
道
等
で
、
ま
た
遺
構
は
区
画
の
変
遷
か
ら
Ａ
・

Ｂ

・
Ｃ
の
三
時
期
に
大
別
さ
れ
る
。
木
簡
は
Ｂ
期
の
東
西
八
ｍ
、
南
北
七
ｍ
の

大
き
な
掘
形
を
も
つ
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
二
一
〇
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

一
一　
東
院
園
池
西
南
地
区

（第
一
二
〇
次
）

官
東
部
張
出
し
部
の
い
わ
ゆ
る
東
院
地
区
に
つ
い
て
は
、
第
四
四
次

。
九
九

次

。
一
一
〇
次
の
過
去
三
回
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
、
新
旧
二
時
期
の
園
池

の
存
在
と
そ
の
東
限

・
北
限
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
施
設
の
様
子
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
第

一
二
〇
次
調
査
地
は
池
の
西
南
岸
に
あ
た
り
、

庭
園
の
西
限
と
池
西
部
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
と
、
南
面
大
垣
・
嬬
地

。
二
条
条
間
大
路
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
た
め
に
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
一
、
堀

一
一
、
濤

一
六
、
井
戸

二
、
池

一
、
通
路
二
で
、
そ
れ
ら
は
層
位
や
重
複
関
係
か
ら
Ａ
を
Ｉ
の
九
時
期

に
分
け
ら
れ
る
。
各
時
期
の
年
代
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

出
土
遺
物
等
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
次
の
如
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
期
―
東
廃

造
営
時
か
ら
庭
園
造
営
ま
で
の
時
期

（養
老
年
間
以
一門
）。　
Ｂ
期
―
天
平
年
間
を

中
心
と
す
る
時
期
。
Ｅ
期
―
天
平
勝
宝
頃
。
Ｉ
期
―
奈
良
末
以
降
。

出
土
木
簡
総
数
は
一
一
〇
点
で
、
旧
池
Ｓ
Ｇ
五
八
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
二
点
、
柱

掘
形
か
ら
の
数
点
及
び
二
条
条
間
路
南
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
七
八
五
か
ら
の
二
点
の
他

は
す
べ
て
二
条
条
間
路
北
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

南
側
濤
は
三
回
、
北
側
濤
は

一
回
の
改
修
を
被

っ
て
い
る
。
木
簡
が
多
く
出
土



大膳職 ●

第 1図 平城宮木簡出土地点図 (1980年 3月 現在)(▼1979年 の木簡出土地点)

1979年度木簡出土地

木簡出土地

第 2図 平城京木簡出土地点図



1979年 出上の木簡

し
た
北
側
濤
の
政
修
前
の
幅
は
定
か
で
は
な
い
が
、
改
修
後
は
幅
約
三
ｍ
で
石

で
護
岸
を
し
て
い
る
。
南
北
両
側
濤
の
改
修
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を

ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
に
つ
い
て
は
出
土
木
簡
に
よ
っ
て
天

平
十
二
年
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊

一
五
坪

（第
一
一
八
次
―
八
）

調
査
地
は
、
左
京
三
条

一
坊

一
五
坪
の
東
端
部
分
に
相
当
し
、
東

一
坊
大
路

に
東
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
は
第
三
二
次
調
査
で
粥
ら
か
に
さ
れ
た
、
二

条
大
路
と
東

一
坊
大
路
の
交
叉
地
点
か
ら
は
南

へ
約

一
五
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。

木
簡
は
総
数

一
八
点
で
、
す
べ
て
東

一
坊
大
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
三
九
二
五
か
ら

出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
九
二
五
は
東
半
部
が
現
道
路
に
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
推

定
濤
幅
の
紳
三
分
の
二

（三
ｉ
四
ｍ
）
を
南
北
に
約
二
四
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出

し
た
。
濤
埋
土
は
上
下
三
層
に
大
別
さ
れ
、
木
簡
は
下
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出

上
し
た
。
下
層
か
ら
の
伴
出
遺
物
は
、
和
同
開
弥

一
枚
と
多
量
の
奈
良
時
代
末

期
の
土
器
片
で
、
長
岡
京
時
代
の
土
器
片
も
少
量
混

っ
て
い
た
。
木
簡
は
文
書

風
木
簡

・
付
札

・
習
書
等
を
含
な
が
、
い
ず
れ
も
断
片
あ
る
い
は
削
盾
で
あ
る
。

四
　
左
京
三
条

一
坊
八
坪

（第
一
一
八
次
十
二
一α

調
査
地
は
、
平
城
宮
跡
に
南
接
す
る
北
新
大
池
の
池
底
部
で
、
市
道
拡
幅
の

事
前
調
査
と
し
て
三
条
大
路
の
南
北
両
側
濤
の
位
置
確
認
を
行
な
っ
た
。
小
規

模
の
ト
レ
ン
チ
な
の
で
結
論
は
出
し
に
く
い
が
、
北
側
濤
は
検
出
で
き
ず
、
南

側
濤
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
の
み
検
出
し
た
。
濤
幅
は
肩
の
部
分
で
三

・
五
ｍ
、
底
で

二
ｍ
を
測
る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
か
ら
出
上
し
た
木
簡
は
二
点
で
、
両
方
と
も
題

鎖
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

（第
一
一
八
次
十
二
一こ

調
査
地
は
左
京
三
条
二
坊
七
坪
の
東
南
隅
に
あ
た
る
。
調
査
の
結
果
、
二
坊

坊
間
路
の
西
側
濤
と
そ
の
西
約

一
・
五
ｍ
に
南
北
濤

一
条
、
柱
穴

一
、
土
羨

一

を
検
出
し
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
坊
間
路
西
側
濤
は
幅
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約

○

・
九
ｍ
で
、
堆
積
土
は
二
層
に
大
別
さ
れ
る
。
点
数
は

一
九
点
で
、
う
ち

一

八
点
が
上
層
か
ら
、　
一
点
が
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
な
お
、
同
じ
所
か
ら

「
主

水
司
」

「
回
造
少
乃
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
も
出
上
し
て
い
る
。

一ハ
　
法
華
寺
阿
秀
陀
浄
土
院
跡

（第
一
一
八
次
十
三
〇
）

調
査
地
区
は
、
法
華
寺
阿
方
陀
浄
土
院
の
西
北
隅
に
あ
た
り
、　
一
九
七
三
年

に
実
施
し
た
第
八
〇
次
調
査
地
区
の
北
東
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

浄
土
院
内
の
西
辺
で
南
北
濤

一
条
、
ま
た
北
辺
で
は
東
西
大
濤

一
条
、
及
び
南

北
濤
へ
西
か
ら
流
れ
こ
む
木
樋
暗
渠
等
で
あ
る
。
木
簡
は
、
こ
の
木
樋
中
よ
り

多
量
の
木
片
と
と
も
に

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
南
北
濤
と
木
樋
と
は
奈
良
時
代

の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
東
西
大
濤
は
平
安
時
代
末
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
造
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区

道
□
□
□

道
請
□
回

□
□
　
　
□
□

や
『
∞

×

や
『
×

］
μ
　
　
Ｏ
⇔
切



し
き
み
の
枝
を
細
か
く
面
と
り
し
て
、
そ
の
表
面
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

誌
酢
辟

□
回
万
呂

「正
月
二
月
三
月
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（『やｙ
（じ
ふ

「＜
淡
路
国
津
名
郡
物
部
里
人
夫
」

〔塩
力
〕

「＜
竹

野

君
廣

嶋
租
鯛
個
佃
□
月
」
　

　

　

　

　

　

μ］聟

ゃ受

∞

「少
廣
石
列
　
　
白
髪
マ
犬
末
呂
　
物
マ
国
×

「物
マ
龍
末
呂
　
早
マ
荒
久
真
　
右
×
　
　
　
（露
Ｙ
中望
∞

×
縣
犬
養
□
宿
称
　
　
　
従
五
位
下
典
侍
余
比
責
×

（μ∞卜）×
（声騨）×
ヽ

×
□
□
□
ロ

マ
国
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｇ
Ｙ
（０
益

Ａ炊
己

「大
国
司
前
謹
申
錦
繊
徳
」

「足
大
物
者
問
給
由

［日］　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やヽ
∞×
（∞卜）Ｘ
ヽ

一
一　
東
院
園
池
西
南
地
区

Ｓ
Ｄ
五
工
Ｏ
Ｏ
Ａ

ω
。
「召
奴
節潮
剤
舶
□
×

。
「男
鳥
　
右
九
日
×

②
・×剛
回
　潤組
田
　剛田田

・
×
三
月
十
九
日

０
。
「＜
備
中
国
小
×

・
「＜
米
五
斗

０
。
×
養
老
五
年
九
月
十
四
□
×

・
×
□
廣
足
×

（μＰ］）
×
（］卜
）
Ｘ
∞　　Φ∞μ

（
μ牌点
）
×
（中ヽ
）
×
∞
　
〇
∞
中

（⇔〇
）
Ｘ
Ｆμ
×
ヽ
　
Φ∞
Φ

（
μ
μヽ
）
×
解枷
Ｘ
∞　
　
〇∞
〕

⑭
　
×
記
十
上
回
×

Ｓ
Ｇ
五
八
〇
〇
Ａ

⑭
．
編
雙
年
」

一　
　
釘
百
八
十
」

。
×
□

合
釘
千
九
百
五
十
六
」

ω
・
×
日
□
郡
日
回
郷
山
本
里
日
口
□
□
物
マ
ロ
□
次
丁

。
×
□
国
日
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（通
ｙ
μ支
卜
霞

０
・
×
参
向
寮
家
□
□
者

・
×
國
　
養
警

一年
希
降
売

里
Ｈ

回

（中
μ∞
）
Ｘ
ヽ
伽
×
ヽ
　
Ｏ
μΦ

19)

Ｏ
μ
Φ

Φ
μ
Φ

「＜
備
後
国
安
那
郡
山
野
郷
川
上
里
＜
」

「＜
欺
剛
十稗鶏
一一一料
右
庸
米
六
斗
　
＜
」　
　
　
�］受
制
溢
ｏ常

（『⇔
）
Ｘ
ф
ド
×
］
　
〇
∞
牌

（
μ∞『
）
×
中ヽ
×
ω　
　
Φ∞
牌

3 寓



1979年出上の木簡

ω
と
②
と
は
、
筆
跡
や
材
質
か
ら
見
て
、
直
接
に
で
は
な
い
が
接
続
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
①
の
山
野
郷
は

『
和
名
抄
』
に
は
な
い
が
、

『
大
日
本
地
名

辞
書
』
に
よ
れ
ば
深
安
郡

（明
治
三
一
年
に
深
津
・
安
那
二
郡
が
合
体
）
に
山
野
な

る
地
名
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
木
簡
は
、
上
下
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
上
端
中
央
部
に
丸
い
小
さ
な
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪

ω
　
×
□
川
長

秦
稲
束
並
稲
×
　
　
　
　
　
　
　
（牌や∞Ｙ
ゃ受
∞
〇解

②
　
丹
波
国

綾
部
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（出ё
溢
ダ
ヽ
昌

③
。「丹
波
国
酬
比
郡
メ

〔呂
己

。
「村
六
月
万
□
戸
口
同
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（瞬
∀
］算
中
ｏ‘

④

「雑
踏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
ダ
∞
ｏる

③
　
曾
祢
吉
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞中∀
∞マ
∞
昌

⑥
。

□
□
国
□
謹
解
申
請

・Ｈ

＝

・

。　
　
　
　
　
国
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ぷ
∀
Ｎ貿
∞
昌

四
　
左
京
三
条
一
坊
八
坪

ω
酪
騨
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ営

②

　
臨

ヵ
〕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ
ｏ
疇

①

。
②
共
題
鉄
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
。
軸
の
木
口
部
分
に
国
宅
を
記
し
た

も
の
で
、
現
状
は
縦
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

ω
・
ｘ
城
　
養
秦
原
×

。
　

　

　

軽
不
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
∞聟
∞
霞

②
　
「手
枕
里
戸
主
元
尋
津
君
千
嶋

一
石
」
　
　
　
　
μΦマ
］ァ
、
露

一ハ
　
法
幸
寺
阿
弥
陀
浄
土
院

。
「霧
寒
小
□
豊
継

閑
久
者

牟
也

」

。
「　
久
利
久
者
牟

夜
　
久
利
久
者
□

牟
夜
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ釦聟
”貿
『
ｏる

９
　
関
係
文
献

條
限
躙
短
腋

『
平
城
官
跡
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
三
　
　
一
九
八
〇
年

同
　
　
『
昭
和
５４
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
八
〇
年

（清
田
善
樹
）



奈
良
。
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
三
条
大
路

一
丁
目
の
五

（旧
尼
ケ
辻
ゴ
ド
ザ
甲
一ハ
六

九
の
３

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

・
岡
田
英
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
′
庭
園
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
区
を
か
く
む
地
点
は
、　
一
九
七
五
年

（昭
和
５０
）
に
奈
良
郵
便
局
移

転
計
画
地
と
し
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
中

心
に
奈
良
時
代
の
大
規
模
な
園
池
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
計
画
的
に
配
置
さ
れ

た
建
物
群

・
塀

・
濤

。
井
戸

・
導
水
路
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
後

一
九
七

七
年

（昭
和
５２
）
に
も
、
さ
ら
に
接
続
地
の
調
査
に
よ
っ
て
園
池
北
方
の
建
物

群
の
様
相
が
引
ら
か
と
な
り
、
翌
七
八
年
に
は
、
平
抜
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪

宮
跡
庭
園
と
し
て
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
指
定
地

北
部
に
奈
良
市
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

同
市
の
委
託
に
よ
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
が

一
九

八
〇
年

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
未
発
掘
地
五
〇
〇
ゴ
を
調
査
し
た
も
の
で

あ
る
。

今
回
ま
で
の
調
査
に
よ
る
遺
跡
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
遺
構
は
大
き

く
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
、
ま
ず
Ａ
１
１
期
に
は
坪
の
中
心
に
平
均
幅

一
五

ｍ
、
延
長
五
五
ｍ
の
石
組

・
石
敷
の
園
池
が
造
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
園
池
を

囲
む
二
条
の
東
西
塀
に
よ
っ
て
、
六
坪
は
南
北

一
四
〇
尺
ず
つ
に
三
等
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
園
池
の
西
か
ら
北
に
か
け
て
、
こ
の
期
の
掘
立
柱
建
物
等
は

坪
の
中
心
か
ら

一
〇
尺
単
位
で
割
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
ｌ
２
期
に
な
る
と

坪
中
心
か
ら
七
尺
単
位
の
割
り
つ
け
で
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
建
物
の
新
設
が
み

ら
れ
る
。
つ
づ
く
Ｂ
期
に
は
、
園
池
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
が
、
Ａ
期
の
建
物

は
す
べ
て
取
払
わ
れ
て
大
改
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
礎
石
建
物

一
棟
を
か
く
む
建
物
群
も
、
七
尺
単
位
の
割
り
つ
け
に
よ
る
配
置
を
と
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
以
上
の
Ａ
・
Ｂ
両
期
に
わ
た
り
園
池
の
存
続
し
た
年
代
は
、
出

上
し
た
木
簡
や
遺
物
か
ら
は
ば
奈
良
時
代
を
通
じ
た
も
の
と
比
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

出
土
遺
物
を
み
る
と
、
日
常
雑
器
的
な
土
器

。
木
製
品
が
少
な
く
、
瓦
が
い

ず
れ
も
平
城
官
出
上
の
も
の
と
同
型
で
あ
り
、
木
簡
に

「
北
宮
」
等
天
皇
と
の

か
か
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
、
な
ど
の
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
右
の
こ
と
と
、
園
池
の
形
状
が
曲
水
宴
に
摩
さ
わ
し
い
も
の
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
東
西
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
中
央
区
を
園
池
を
中
心
と
し
た

公
的
な
宴
遊
の
施
設
と
考
え
、
ま
た
北
方
区
は
園
池
の
管
理
等
に
か
か
わ
る
家

政
機
関
的
ブ

ロ
ッ
ク
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



1979年出上の木簡

以
上
の
よ
う
な
遺
跡
の
構
成
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
区
は
園
池
北
方
の
園
池

へ
の
導
水
路
が
か
か
る
部
分
に
当
た
り
、
検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
二
・

塀

一
・
濤
三
・
土
羨
三
な
ど
で
あ

っ
た
。
木
簡
は
す
べ
て
が
導
水
路
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
導
水
路
は
、
東
北
か
ら
南
西
に
向
か
う
幅

一
二
ｍ
程
の
旧
河
川
の

流
路
を
利
用
し
、
そ
の
堆
積
層
を
切
り
込
ん
で
掘
ら
れ
た
幅
約
二
・
五
ｍ
、
深

さ
約
○

・
四
ｍ
の
素
掘
り
の
濤
で
あ
る
。
堆
積
は
三
層
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の

う
ち
下
層
の
二
層
か
ら
木
簡
三
八
点
が
出
土
し
た
。
す
で
に

一
九
七
五
年
の
調

査
で
も
導
水
路
の
つ
づ
き
の
同
じ
層
か
ら
計
六
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、

今
回
と
あ
わ
せ
る
と
導
水
路
出
土
木
簡
は
総
計

一
〇
二
点
に
及
が
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
今
回
導
水
路
の
北
岸
の
小
土
羨
か
ら

「
侍
従
」
の
記
載
を
も
つ
墨
書
土

器
が
樹
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔積
ヵ〕

ω
。
「竹
野
王
子
大
許
進
米
三
升
受
稲
□

」

。
「　
　
　
　
　
　
六
日
百
鳴
　
　
」
　
　

　

　

μ∞聟
］マ
Φ
冒

②
。
「四
月
十
四
日
紀
若
□
進
米
二
升
」

。　
「　　　　　　　　　　　　　［山］　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　μ∞釦×
μ∞
×
卜　　Ｏμμ

③
　
「＜
田
官
里
俵

ω
・
「＜
北
宮
御
物
俵
□

×

。
「＜
阿
須
波
里
□

×

（
Ｐヽ
時
）
Ｘ
ＰΦ
Ｘ
中
　
〇
∞
Φ

（∞
Ｎ
）
×
］∞
×
ヽ
　　
Φ
∞
Φ

平城京左京三条二坊宮跡庭園遺構配置図 (太線内が今回の調査地)



「＜
遠
江
國
石
田
郡
日
日

日
□
万
呂
」

「＜
　
　
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
」

×
□
入
奈
加
良
進
出
御
帳
□
幸
揆
×

「＜
和
銅
三
年
四
月
十
日
阿
刀

「＜
マ
志
郡
太
女
春
米

「賣
斐
□
ｘ

「
止
為
故
長
□
×

〔里
Ｌ

×
□
□
後
又
意
冨
□
国
日
日
日
□
×

l10

「従
二
升
□
□
〔醜

″
□
□
一醸

ゴ
升
奴
長
四
升
半

「右

一
斗
五
升
□
　
四
月
十
三
日
□
末
呂

（］⇔
μ）
×
（卜ヽ
）
×
卜　　Ｏ
μΦ

今
回
出
上
の
紀
年
木
簡
に
は
和
釦
三
年

（七
一
〇
）

の
一
点
⑦
が
あ
り
、
前

回
の
和
釦
五
年

・
七
年
の
例
や
他
の
地
名
表
記
と
も
あ
わ
せ
て
、
平
城
遷
都
早

々
の
園
池
の
造
営
時
期
を
示
し
て
い
る
。
ω

ｏ
②
は
少
量
の
米
の
進
上
十
１
お

そ
ら
く
京
内
で
の
移
動
―
―
に
か
か
わ
る
木
簡
で
、
い
ず
れ
も
短
冊
型
の
文
書

木
簡
。
⑪
の

「
竹
野
王
子
」
は
男
日
香
村
竜
福
寺
に
残
る
天
平
勝
宝
三
年

（七

五
一
）
銘
石
塔
の
建
立
者
竹
野
王
と
同

一
人
物
か
。　
ま
た
④

は
前
回
出
上
の

「
北
宮
俵
」
套
）、

「
鴨
郡
」
隻
）
〔（∞Ｄ
ね
マ
ヽ
寓
己

の
例
と
あ
わ
せ
て
、
宛

先
を

「
北
官
」
と
題
し
た
地
方
郡
里
か
ら
の
貢
進
物
付
札
で
あ
り
、
国
名
を
欠
　
　
４

い
た
地
名
表
記
と
も
ど
も
記
載
様
式
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
出
土
木
簡
の
主

な
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
⑥
や
①
に
み
ら
れ
る
万
葉
仮
名
の
使
用
、
⑭
や
③
、

そ
し
て
前
回
出
土
木
簡

「
御
郭
物
直
米
二
升
充
奉
」
套
）、

「受
古
女
　
九
月
三

日

椋
垣
己
心
寸
」

隻

Ｘ

（
解ｏ
ｏ
ｙ

導

益

ｏ
Ｈ

（
下
端
に
小
孔
ど

の

「
御

郭

物

」

と

い

っ
た

「
御
」
字
の
表
記
、
⑪

・
⑩
や
右
掲
前
回
の
木
簡
で
、
下
端
に
木
簡
整
理
の
た

め
か
と
思
わ
れ
る
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
木
衝
の
検
討
、
そ
し
て
宮
跡
庭
園
の
性
格
の
究
明
は
、
平
城
京
の
研
究
に

さ
ら
に
豊
富
な
肉
付
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

議
熟
節
鎖
　

　

『
平
城
京
左
京
三
條
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
八
〇
年

田
中
哲
雄
　
「
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
庭
園
遺
跡
」

Ｇ
仏
教
芸
術
』
一
〇
九
）

一
九
七
六
年

『
平
城
京
左
京
三
條
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
七
六
年

『
昭
和
５２
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　

　

一
九
七
八
年

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
七
八
』
　

一
九
七
八
年

『
平
城
京

・
庭
園
遺
跡
の
保
存
の
た
め
に
』
　

　

一
九
七
八
年

「
古
代
曲
水
宴
遺
構
の
流
速
に
つ
い
て
」

盆
造
園
雑
誌
』
四
三
十
一う
　
一
九
八
〇
年

（佐
藤
　
信
）

7)0)

μ
］
中
×

μ
Ｎ
×

い
　

Φ
∞
∞

（
騨
い
ヽ
）
Ｘ

中
Φ
Ｘ

∞

　

〇
∞
μ

（
μＯ
Φ
）
Ｘ
］Ｏ
Ｘ
∞　
　
〇
∞
Φ

（
∞
］
）
Ｘ
（ω
卜
）
×
〕
　
〇
∞
Ｐ

（
μΦ『
）
Ｘ
中心
×
枷　
　
〇
∞
Ｐ

奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所

同同奈
良
県
文
化
財
保

存
対
策
連
絡
会

本
中
　
真



1979年 出上の木簡

奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
九
月
父

一
九
八
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
工
藤
圭
章

・
狩
野
　
久

５
　
】退
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
官
衝
跡

６
　
泣退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
の
発
掘
地
は
、
藤
原
官
東
面
北
門
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、

前
号
で
報
告
し
た
木
筒
出
土
地
域

（第
二
四
次
調
査
）
の
北
に
接
す
る
場
所
で
あ

る

（第
二
七
次
調
査
）。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
官
東
面
大
垣

（
Ｓ
Ａ
一
七

五
）
と
そ
れ
に
取
り
つ
く
門

（
ｓ
Ｂ
一一五
〇
〇
）、　
大
垣
の
東
側
の
官
外
濠

（
ｓ

Ｄ
一
七
〇
）、
同
西
側
の
官
内
濠

（
ｓ
Ｄ
壬
二
〇
〇
）、　
外
濠
の
東
の
南
北
棟
建
物

（
Ｓ
Ｂ
一三
九
〇
）
等
が
あ
る
。
門
は
、
宮
東
限
地
域
で
は
じ
め
て
検
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
南
北
五
間
、
東
西
二
間
の
礎
石
建
ち
で
、
柱
間
寸
法
は
梁
行

・
桁

行
と
も
約
五

。
一
ｍ
の
規
模
を
持
つ
。
宮
東
面
に
三
門
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
官

城
門
の
う
ち
の
北
門
に
当
る
。　
こ
の
他
に
、　
古
墳
時
代
の
濤
や
、　
宮
造
営
直

前
の
時
期
の
建
物
、
三
条
大
路
計
画
線
、
官
廃
絶
後
の
建
物
や
井
戸
等
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
外
濠
と
内
濠
で
あ
る
。
総
計
八
八
〇
点
の
木
簡
が
出

土
し
た
が
、
内
濠
か
ら
は
二
点
だ
け
で
あ

っ
た
。

ま
ず
内
濠
は
、
大
垣
か
ら
約

一
二
ｍ
西
に
位
置
す
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
、

北
流
す
る
。
幅
は
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

・
八
ｍ
あ
り
、
今
回
は
長
さ
三
七

ｍ
分
を
検
出
し
た
。
濤
の
堆
積
は
大
き
く
三
層
あ
り
、
第

一
層
か
ら
瓦
類
、
第

二
層
か
ら
は
多
量
の
上
器
類
、
第
二
層
か
ら
は
瓦
類

・
土
器
類

・
木
片
が
出
土

し
た
。木
簡
は
最
下
層
の
第
二
層
か
ら
木
片
類
と
共
に
出
上
し
た
。
一
点
は

「
布

百
端
」
の
文
字
が
読
め
る
小
断
片
だ
が
、
他
の
一
点
は
墨
痕
の
み
で
あ
る
。

次
に
外
濠
は
、
大
垣
か
ら
約
二
〇
ｍ
東
に
位
置
す
る
同
じ
く
素
掘
り
の
南
北

濤
で
、
北
に
流
れ
る
。
幅
は
約
五

・
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
二
ｍ
あ
り
、
今
回
は

総
長
五
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
濤
の
堆
積
は
大
き
く
四
層
に
分
れ
、
第

一
層
か

ら
は
少
量
の
土
器
片
、
第
二
層
か
ら
は
大
量
の
瓦
類
、
第
三
層
か
ら
は
木
暦

・

瓦
類

・
土
器
類
、
第
四
層
か
ら
は
木
暦

・
瓦
類
が
出
土
し
た
。
第

一
層
は
濤
廃

絶
後
に
最
終
的
に
埋
め
た
て
た
土
層
、
第
二
層
は
や
は
り
廃
絶
時
に
瓦
を
投
げ

こ
ん
で
埋
め
た
土
層
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
下
の
二
層
は
水
流
に
よ
る
堆
積
で
あ

り
、
木
衝
は
こ
の
二
層
か
ら
出
土
し
た
。
第
二
層
は
黒
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
の
混

じ
る
粗
砂
か
ら
な
り
、
加
工
木
片
が
多
く
、
木
簡
も
こ
の
層
か
ら
多
く
出
土
し

た
。
最
下
層
の
第
四
層
は
粗
砂
で
、
礫
を
混
じ
え
、
瓦
片

。
自
疼
木

・
手
斧
に

よ
る
材
の
削
片
と
共
に
木
簡
が
出
土
し
た
。
外
濠
の
場
合
は
、
前
回
の
二
四
次

調
査
で
の
内
濠
の
よ
う
な
木
簡
を
特
に
集
中
的
に
出
土
し
た
個
所
は
な
い
が
、

や
は
り

一
様
に
出
土
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の
場
合
、
北
端
か
ら

一
二
ｍ
程

の
間
で
全
体
の
約
四
〇
％
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
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te  l19

木
簡
の
釈
文

・
内
容

「謹
啓
今
忽
有
用
庇
故
醤
　
　
　
」

「及
末
醤
欲
給
恐
く
謹
請

馬
寮

」

「左
右
馬
寮
　
　
神
祇
官
　
　
」

「造
兵
司
解
　
酬
配
印
ド
×

〔寸

五

分
ヵ〕

「六
□
□
□
回
□
回
□
回
×

「内
膳
司
解
供
御
回
□
□
□
　
　
ｘ

「□
□
御
料
塩
三
斗
　
□
□
□
□
×

「織
部
司
解
　
　
　
□
　
　
　
□

「謹
□
♂
酒
司
正
国
麻
□
×

「□
□
□
□
□
□
□
×

〔皇
太
妃
己

〔年
芭

「□
□
□

日
□
□
□
口
日
日
□
×

「造
木
茎
虎
　
　
　
大
初
位
下
晰
乾

「儲
人
元
位
民
忌
寸
老
人

□
□
□
官
職
解

μ
∞
Φ
Ｘ

∞
や

×

ヽ

　

Ｏ
μ
μ

∞
〇
⇔

Ｘ

（
μ
〕
）
Ｘ

Φ

　

Φ
∞
μ

（∞Ｏ
Φ）
×
（］
μ）
×
伽　　〇∞
μ

（
μヽ
∞
）
Ｘ
（⇔
）
来
”　　Φ∞】

（［∞∽
）
×
（『
）
Ｘ
∞　　〇∞
臣

（牌卜Φ）
×
（Ｎ）
×
『　　〇∞μ

（
μｍ卜
）
×
（
μ∞
）
×
伽
　
Ｏ
μΦ

（］］卜
）
Ｘ
（やヽ
）
×
『　　Φ
μΦ

（∞卜
）
×
い翌弾×
∞
　
Ｏ
μΦ

l10ω

・

⑮

・
×
□
少
初
位
上
多
治
比
橘
連
建
麻
呂

×
『
回
〔断
縛
呂
』
回
多
治
比
阿
岐
連
枚
夫

〔門
芭

「送
建

マ
ロ

「＜
国
大
殿
□
□

「南
細
殿

□

「
　

□

　

　

日

〔嶋
也

□
衛
士
四
人
馬
人
豊
□
」

□
」

「各
道
前
國
勝
間
田
郡
」

「鳴
里
旧
マロ如団
　
　
」

「大
伯
郡
長
沼
里
」

「縣
使
マ
加
比
俵
」

「＜
備
中
國
下
道
郡
矢
田
マ
里
春
税
五
斗
」

「＜
津
刀
里
津
守
連
×

少
子
マ

F日

衛
士

□

（�ヽ
〇
）
×
（Φ）
Ｘ
”　　〇∞
μ

（解枷∞
）
×
（〕∞
）
×
∞　　Φ
μΦ

（やヽ
）
×
やい
×
枷　　ＯфΦ

（
μΦや
）
Ｘ
（
μや
）
×
∞　　⇔
μμ

（
ＨＯ
卜
）
Ｘ
（
μ牌
）
Ｘ
ω　
　
Ｏ
∞
μ

ド
μ
Ｏ
×

μ
『

×

”

　

〇
岸
μ

〕ド
Ｘ
∞〇
×
ω
　
Ｏ
Ｐμ

μ協
×
含
９
×
枷　
ｏ駕

（
μＯ卜
）
×
牌蒔
Ｘ
∞
　
〇
∞Φ



1979年 出上の木簡

⑬
　
「＜
参
河
國
波
豆
郡
矢
田
里
白
髪

マ
小
□
□
　
（Ｐこ
大
し
溢

ｏ毬

の
　
「＜
伊
豆
國
田
方
郡
〔咀
鮮
牟
里
次
丁
三
分
調
□

浄（〕ω∞）
×
（μΦ）
×
『　　〇∞Ｏ

右
は
外
濠
出
土
の
主
な
木
衝
の
釈
文
で
あ
る
。
こ
の
中
に
掲
げ
な
か
っ
た
が
、

年
紀
の
あ
る
も
の
は
三
点
あ
り
、
す
べ
て
和
釦
元
年
で
あ
る
。
貢
進
物
荷
札
は

評
制
下
の
も
の
が
な
く
、
国
郡
里
表
記
の
も
の
だ
け
で
あ
る
こ
と
や
、
官
司
名

や
位
階
表
記
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
大
宝
令
制
下
の
時
期
の
も
の
が
大

部
分
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
全
体
を
通
じ
て
特
に
内
容
上
の
一
括
し
う
る
特
色

と
い
っ
た
も
の
は
う
か
が
え
な
い
。
第
二
四
次
調
査
地
で
は
、
奴
婢
関
係
の
木

簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
が
、
今
回
は
隣
接
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
連
の

あ
る
の
は

「
官
奴
」
と
判
読
可
能
な

一
点
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

官
司
名
と
し
て
は
、
左
右
馬
寮
、
神
祗
官
、
造
兵
司
、
内
膳
司
、
繊
部
司
、

造
酒
司
等
の
令
制
官
司
の
他
、
皇
太
妃
官
職
や
造
木
画
処
が
あ
る
。
皇
太
妃
官

職
は
初
め
て
知
ら
れ
た
官
司
名
だ
が
、
文
武
天
皇
在
位
中
、
そ
の
母
の
阿
閑
皇

女

（即
位
し
ζ
死
明
天
皇
）
が
皇
太
妃
と
称
さ
れ
で
い
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
官
司
が
置
か
れ
た
目
的
や
、
中
宮
職
と
の
関

連
な
ど
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
い
。
造
木
画
処
は
、
い
わ
ゆ
る

「
所
」
の
一
つ

と
み
ら
れ
、
木
画
は
正
倉
院
の
工
芸
品
等
に
あ
る
モ
ザ
イ
ク
装
飾
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
他
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
①
の
関
号
を
記
し
た
木
簡
が
あ
る
。
建

部
門
は
、
平
安
宮
で
は
官
城
十
二
門
の
う
ち
の
東
面
の
中
央
門
で
あ
る
。
少
子

部
門
は
平
安
官
に
は
な
い
門
だ
が
、
氏
族
名
門
号
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
藤
原

官
で
は
官
城
門
と
し
て
建
部
門
と
共
に
官
の
東
面
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
①
の
儲
人
は
奈
良
時
代
史
料
に
散
見
す
る
が
、
実
態
は
不
明
で

あ
る
。
①

・
⑫
の
大
殿

・
南
細
殿
は
、
官
内
の
殿
舎
名
と
し
て
注
目
で
き
る
。

貢
進
物
荷
札
で
は
、
備
前

・
備
中
等
の
吉
備
関
係
の
木
簡
が
⑬
を
９
を
含
め

一
〇
点
出
土
し
て
い
て
特
に
多
い
。
こ
の
中
側
は
、
年
料
香
米
を
香
税
と
記
す

古
い
例
で
あ
り
、
か
つ
木
簡
で
は
初
見
で
あ
る
。
ω
の
次
丁
（老
丁
・
残
疾
）
の

調
荷
札
も
初
出
で
あ
り
、
正
丁
の
三
分
の
一
を
納
め
る
令
の
規
定
に
対
応
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
④
の
津
刀
里
は
摂
津
国
武
庫
郡
に
属
す
る
。

９
　
関
係
文
献

倭
服
躙
維
政
　

『
藤
原
官
出
土
木
簡
⑪
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

同
　
　
　
　
『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
⑩
』
　
　
　
一
九
八
〇
年

（加
藤
　
優
）
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京
都
・
長
岡
京
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
上
植
野
町
大
田
、
鶏
冠
井
町
八
ノ
坪

調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
五
月
十
五
日
ｉ
七
月
十
八
日
、　
十

一
月
十
六
日
ｉ
十
二
月
十
五
日

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
中
　
手早

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

（八
世
紀
末
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
、
長
岡
京
内

で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
は
、

三
九
件
に
達
す
る
。
内
、
木
簡

の
出
上
し
た
調
査
地
は
二
件
あ

り
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

①
　
推
定
左
京
四
条
二
坊
九

町
の
調
査
に
よ
り
、
掘
立
柱
建

物
十

一
棟
、
柵
二
列
、
井
戸
五

基
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
七

五

釦
四
方
、
深
さ
二
・
一
ｍ
の
、
方
形
で
四
隅
に
柱
を
立
て
、
間
を
縦
方
向
に

板
を
並
べ
て
側
板
と
し
た
井
戸
の
最
下
層
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
本
調
査
で
検

出
さ
れ
た
他
の
四
基
の
井
戸
は
、
曲
物
を
組
み
合
せ
て
造

っ
た
小
さ
な
も
の
で
、

こ
の
井
戸
だ
け
が
特
異
な
構
造
を
し
て
い
る
。
井
戸
の
中
か
ら
は
、
長
岡
京
に

特
有
な
須
恵
器
の
壷
や
製
塩
土
器
が
出
上
し
て
い
る
他
、
井
戸
の
柱
の
一
つ
に

コ
ご
」
の
刻
印
が
四
箇
所
記
さ
れ
て
い
た
。　
尚
、
こ
の
井
戸
周
辺
に
は
石
が

敷
か
れ
て
お
り
、
近
接
す
る
建
物
は
、　
一
※
一
間
の
小
建
物
を
二
×
三
間
以
上

の
建
物
が
囲

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

②
　
推
定
猪
隈
小
路

（仮
称
）
西
側
濤
の
調
査
に
よ
り
、　
濤
中
か
ら
木
簡

一

点
を
出
土
し
た
。
濤
は
、
幅
八
〇

飩
、
深
さ
四
〇

軸
の
南
北
に
の
び
る
素
掘
り

の
も
の
で
あ
る
。
木
衝
は
、
濤
中
に
大
量
に
捨
て
ら
れ
た
桧
皮
と
と
も
に
出
土

し
た
。
他
の
遺
物
は
極
端
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
、
濤
中
よ
り
平
瓦
片
や
、
凝

灰
岩
片
が
出
土
す
る
の
み
で
あ
る
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω
　
ｘ
□
請
火
之
飯
酒
朗
剛
×
　

　

　

　

　

　

　

（顕
Ｙ
（�∞ｙ
∞
軍

②

　

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ常

９
　
関
係
文
献

山
中
章

「
長
岡
京
跡
左
京
第
１５
・
２７
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
・
Ⅱ
地
区
）
発

掘
調
査
概
要
」
（向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
集
彰

一
九
八
〇
年
　
（山
中

立ё



1979年出上の木簡

京
都
。
平
安
京
左
京
内
膳
町
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
市
上
京
区
烏
丸
通
上
長
者
町
上
ル
龍
前
町
及
び
同
区

室
町
通
中
立
売
下
ル
花
立
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
二
月

一
日
を
十
二
月
十
六
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
一爪
都
府
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
良
泰
久

・
奥
村
清

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
平
安
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衝
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
安
京
左
京
北
辺
三
坊
六
町
に
相
当
し
、
諸
司
厨
町
の
一
つ

で
あ
る

「
内
膳
町
」
の
配
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
中
世
以
降

の
京
都
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ

っ
た

「
上
京
」
の
町
組
の
一
画
で
も
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
の
建
物

・
井
戸

・
濤

・
柵
等
の
配
置
が

「
四
行
八

門
制
」
に
略

一
致
す
る
形
で
検
出
さ
れ
た
他
、
以
後
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の

膨
大
な
資
料
を
得
た
。
調
査
面
積
約

一
九
〇
〇
だ
、
ゴ
ミ
穴
を
主
体
と
す
る
遺

構
の
総
数
約
四
〇
〇
カ
所
、
出
土
遺
物
は
コ
ン
テ
ナ
約

一
三
〇
〇
箱
分
に
及
が
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
上
羨
Ｓ
Ｋ
四
二
・
Ｓ
Ｋ
四
五
及

び
江
戸
時
代
前
期
の
上
羨
Ｓ
Ｋ
二
五
二
で
あ
る
。
前
者
は
室
町
通
に
近
く
隣
接

し
て
あ
る

一
辺

一
・
Ｏ

ｍ
前
後
の
隅
丸
方
形
の
上
羨
で
、
土
師
器

。
陶
器
と
と

も
に
桶

。
曲
物

・
折
敷

・
釣
瓶

・
柄
杓

・
箸

・
下
駄

・
糸
車

・
糸
巻

・
木
簡
そ

の
他
の
木
製
品
や
漆
器
椀

・
筆
箱
等
が

一
括
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
後
者
は
、
前

者
と
離
れ
て
烏
丸
通
側
に
あ
る
長
径
二

・
五
ｍ
、
深
さ

一
・
八
ｍ
の
土
羨
で
、

後
述
す
る
木
簡

一
点
と
と
も
に
唐
津
系

陶
器
を
主
体
と
す
る
多
量
の
陶
磁
器
類

が
出
土
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｋ
二
五
二
の
位
置
は
、
江
戸
時
代
の
古
絵
図
に
よ
れ
ば
、

公
家

「
醍
醐
家
」
の
屋
敷
地
の
中
に
含
ま
れ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

，
内
容

Ｓ
Ｋ
四
二
・
Ｓ
Ｋ
四
五
出
上
の
木
簡
に
は
、
慶
長
九
年

（
三
ハ〇
四
）
ｏ
十
年

の
年
紀
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
伴
出
遺
物
に
も
共
通
性
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

両
者
合
わ
せ
て
慶
長
期
の
一
括
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
の
内
容
及
び
木
器

の
種
類
の
い
ず
れ
も

「
糸
」
に
関
す
る
も
の
が
顕
著
で
あ
る
。
中
で
も
①
の
木

簡
は
、
慶
長
九
年
に
制
定
さ
れ
た
糸
割
符
法
に
従

っ
て
長
崎
か
ら
京
都

へ
運
送

さ
れ
た
最
初
の
生
糸
に
伴
う
荷
札
で
あ
り
、
同
法
に
よ
る
交
易
の
実
態
を
示
す

唯

一
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
等
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代

初
期
、
禁
裏
六
丁
町
の
一
つ
で
あ

っ
た
花
立
町
の
こ
の
地
が
、
幕
府
権
力
と
結

ん
だ
糸
商
松
屋
三
郎
右
衛
関
の
屋
敷
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。



Ｓ
Ｋ
四
二
出
土
木
簡

ω
。
「○
□
…
…
□
□
白
糸
六
十
斤
入

②
「
駆
響
□

十
六
匁
三
分
」

②
は
組
合
わ
せ
た
糸
車
横
木
に
墨
書
し
た
も
の
。

〔一二
ヵ
〕

０
　
×
十
回
□
×

②
に
同
じ
。

⑭
　
「喜
国
口．謂艶

④
は
糸
車
枠
木
側
面
に
墨
書
し
た
も
の
。

Ｓ
Ｋ
四
五
出
土
木
簡

⑤
　
「　
慶
長
拾
年

松
や
三
郎
右
門
」

０
は
桶
底
板
に
墨
書
し
た
も
の
。

⑥

「
日

日

日

日

一上
ヽ
糸
」

⑦
「除
肝
甲

。

「
○

□

・
・
・
・
・
・
□

韻

年

寄

中

①

」

（
］
Φ
伽
）
ｘ
（
卜
∞
）
Ｘ
Φ

Ｏ
牌
］

Φ
∞
×

中
ヽ

×

μ
］
　
　
⇔
⇔
Ｐ

（
Φ
Φ
）
×

囀
∞
×

牌
ф
　
　
Ｏ
⇔
μ

μ
伽
∞
×

〕
解
”

×

μ
卜
　
　
Φ
φ
Ｐ

］ヽ
釦
Ｘ
（φ
］
）
Ｘ
∞　
　
〇
⇔
μ

μ
卜
ヽ
×

μ
Ｏ

×

⇔
　
　
Ｏ
μ
μ

（
Φ
μ
）
×

］
〇

×

中

　

〇
解
Φ

⑤
　
「
い
ろ
は
に
ほ

へ
と
」

Ｓ
Ｋ
二
五
三
出
土
木
簡

⑥
　
「＜
進
上
×

∞
Ｏ
×

解
釦
Ｘ

Ｈ
∽
　

Φ
φ
銅

（
∞
ω
）
×

牌
Φ
×

卜
　

〇
∞
Φ

９
　
関
係
文
献

平
良
泰
久

紳
暇
娩
館

　

「
平
安
京
内
膳
町
跡
発
掘
調
査
概
要
」

（『埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
概
報

（
る
ぶ
産

京
都
府
教
育
委
員
会
）
　
　
　
一
九
七
九
年

脚
照
麟
談

他

「
平
安
京
跡

（た
京
内
膳
町
）
昭
和
五
四
年
度
発
掘
調
査
概
要
」

ｑ
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報

（
８
８
逹

京
都
府
教
育
委
員
会
）

一
九
八
〇
年

（平
良
泰
久
）

S K42出 土木簡 〔糸車〕(2)



1979年 出上の木簡

愛
知
・
下
津
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
下
津
町
高
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
二
月
ぞ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
稲
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
岩
野
見
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
雄還
跡
の
時
代
　
鎌
倉
ぞ
室
町
時
代

７
　
近退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
津
城
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
守
護
所
が
あ

っ
た
可
能

性
を
も
ち
、
応
永
七
年

（
一
四
〇
〇
）
着
任
と
推
定
さ
れ
る
斯
波
氏
の
、
尾
張
守

護
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
文
明
八
年
（
一
四
七
一Ｃ

斯
波
義
廉
と
織
田
敏
広
が
、

斯
波
義
敏
方
の
織
田
敏
定
に
城
下
を
焼
か
れ
、
退
城
し
て
廃
城
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

発
掘
調
査
は
、
県
道
拡
張
工
事
に
伴
い
、
愛
知
県

一
官
土
木
事
務
所
よ
り
委

託
を
受
け
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
堀
跡
と
考
え
ら
れ
る
大
濤
跡
、
井
戸
跡
、

土
器
溜
り
、
土
羨
群
等
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
木
簡
、
漆
器
、
下
駄
、
杓
子
、

曲
物
、
陽
物
、
中
国
陶
磁

（
二
彩
、
天
目
茶
椀
、
青
磁
、
白
磁
、
染
付
）、　
土
師
質

土
器
、
古
瀬
戸
、
古
常
滑
、
瓦
質
土
器
、
石
硯
、
砥
石
、
貨
銭
、
飾
金
具
、
小

柄
、
人
骨
等
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
大
濤
跡
は
、
片
岸
に
護
岸
用
と
考
え
ら
れ
る
三
列
の
杭
列

を
伴
い
、　
一
方
の
杭
列
に
は
、
直
径
三
を
四

ｃｍ
の
竹
を
二
ぞ
三
本
横
に
さ
し
渡

し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

出
上
し
た
木
衛
は
四
点
で
、
他
に
文
字
が
な
い
木
衝
様
の
木
片

一
点
が
あ
る
。

ω

　

「
＜

は

志

り

の

竹

　

六

十

本

内

」
　

　

　

　

　

　

　

　

牌
駕

差

聟

Ｐ

畠

∞

②

「＜
は
志
り
の
竹
　
回

×

③
　
「中
国
甲
日
ピ

ｏ

日

禦

口

□

×

（
解〇∽
）
×
μＮ
×
Ｐ　　
Ｏ∞⇔

Φ
伽
×
∞
μ
×
　
∞
　
　
〇
］
μ

（∞］）
×　∞　Ｘ　Ｐ　
　
Ｏ∞Ｐ

９
　
関
係
文
献

岩
野
見
司

・
北
僚
献
示

『
下
津
城
跡
発
掘
調
査
概

要
報
告
書
側
』

（稲
沢
市
教
育
委
員
会
）

一
九
八
〇
年

（北
條
献
示
）
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1979年出上の木簡

埼
玉
。
新
倉
館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
村
大
字
南
十
条
字
新
倉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
十

一
月
ｉ

一
九
七
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
里
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
谷
浩
之

。
岡
本
幸
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
室
町
時
代

７
　
違退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
倉
館
は
構
造
改
善
事
業
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
館
で
あ
り
、

本
館
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、

『
埼
玉
の
城
館
跡
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
伝
承
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

館
は
標
高
七
六
メ
ー
ト
ル
程
の
平
坦
地
に
位
置
し
、
周
辺
は
畑
と
水
田
で
あ

り
、
た
ま
た
ま
内
堀
の
部
分
が
方
形
に
水
田
と
し
て
残

っ
て
い
た
た
め
、
分
布

調
査
の
際
に
注
目
し
た
の
が
発
端
で
あ
る
。

館
の
存
在
す
る
こ
の
地
域
は
、
当
初
の
計
画
で
は
削
平
す
る
予
定
で
あ

っ
た

が
、
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、　
一
部
を
調
査
し
て
保
存
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
外
堀
を
含
め
た
館
の
規
模
は
、
東
西

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
、



南
北

一
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
、
内
郭
の
規
模
は
中
央
部
で
東
西
六

一
メ
ー
ト
ル
、

南
北
七
三
メ
ー
ト
ル
程
で
あ

っ
た
。

一
部
の
調
査
で
あ

っ
た
が
、
内
郭
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
は
、
柱
穴

が
代
表
的
な
も
の
で
、
中
央
部
南
寄
り
に
集
中
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
少

な
く
と
も
二
、
四
棟
の
建
物
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
粘
土
堆
積

遺
構
、
礫
配
石
遺
構
、
土
羨
状
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

内
堀
は
三
カ
所
で
確
認
し
た
が
、
幅
八

。
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
八
メ
ー

ト
ル
。
外
堀
は
西
側
の
大
半
と
北
側
は
、
道
路
や
削
平
に
よ
り
不
明
で
あ

っ
た

が
、
南
側
の
外
堀
の
中
央
で
幅
五

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
六
メ
ー
ト
ル
程

で
、
い
ず
れ
も
薬
研
堀
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
、
木
製
品
と
し
て
木
簡
が
内
堀
よ
り
二
点
、
外
堀
よ
り

一
点
出

上
し
た
。
他
の
木
製
品
と
し
て
漆
塗
の
椀
や
、
曲
物
な
ど
が
あ
る
。
中
世
の
館

ら
し
く
、
外
堀
か
ら
は
多
量
の
内
耳
式
上
器
や
ホ
ウ
ロ
ク
、
そ
れ
に
各
所
で
カ

フ
ラ
ケ
が
出
土
し
て
い
る
。
古
銭
は
熙
寧
元
宝
と
景
徳
元
宝
で
あ

っ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
三
点
出
上
し
て
い
る
が
、
材
質
は
ス
ギ
材
で
あ
る
。
ω

ｏ
②
は
完
形

で
あ
る
が
、
⑤
は

一
部
の
み
で
あ
る
。

釈
文
に
つ
い
て
は
、
墨
跡
の
赤
外
線
写
真
で
は
比
較
的
鮮
切
な
個
所
も
あ
る

が
、
独
得
の
崩
字
で
判
読
の
困
殊
な
も
の
で
あ
る
。

ω

「日
□

口
　
ヵ
、、、庄

日

」

四
い
や

Ｘ

］
”
×

〇
　
　
〇
Ｐ
∽

②

　

「
日
日

③
　
×
回
回
ｘ

な
お
、
上
端
に
径
三
ミ
リ
の
孔
が
あ
る
。

μ
］
Ｎ
〉〈
中
∞
Ｘ

∞
　
　
Ｏ
μ
釦

（
⇔
『
）
Ｘ

］
『

×

卜
　
　
〇
ド
伽

９
　
関
係
文
献

菅
谷
浩
之

・
岡
本
幸
男

『
武
蔵
新
倉
館
』

（埼

玉
県
児
玉
郡
美
里
村
教
育

委
員
会
）

一
九
七
八
年

（菅
谷
浩
之
）

新倉館跡木簡出土地点図



1979年出上の木筒

滋
賀
。穴
太
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
穴
太
町

調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
六
月
１

一
九
八
〇
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
動
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

調
査
担
当
者
　
林
博
通

・
葛
野
泰
樹

・
山
口
政
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院

・
官
衝

・
集
落
跡

６
　
注退
跡
の
時
代
　
縄
文
時
代
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

穴
太
遺
跡
は
比
叡
山
麓
か
ら
琵
琶
湖
に
か
け
て
広
が
る
大
津
北
郊
全
扇
状
地

の
一
画
に
あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
わ
た
る
広
大
な
遺
跡
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
白
鳳
期
の
寺
院
の
一
郭
と
瓦
窯

一
基
、
古
墳
時
代
の
方
形

周
濤
墓
、
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
は
景
行

・

成
務
天
皇
の
高
穴
穂
官
の
伝
承
地
で
あ
り
、
『
廷
喜
式
』
記
載
の
北
陸
道
第

一

の
駅
で
あ
る
穴
太
駅
家
推
定
地
で
も
あ
る
。

本
調
査
は
国
道

一
六

一
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
遺
跡
の
範
囲

の
確
認
を
主
目
的
と
し
た
試
掘
調
査
で
あ

っ
た
。
調
査
は
、
穴
太
集
落
の
東
方

に
広
が
る
水
田
に
北
東
―
南
西
に
延
び
る
道
路
予
定
路
線
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
つ
い

て
実
施
し
、
各
所
で
縄
文
晩
期
を
平
安
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
こ
の
層
は
耕
作
土
層
の
直
下
に

あ

っ
て
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
上
器
片
や
近
世
以
降
の
上
器
片
な
ど
を
包
合
し
、

さ
ら
に
そ
の
下
層
に
は
近
世
以
降
の
も
の
を
含
ま
な
い
純
粋
な
遺
物
包
含
層
が

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
木
簡
を
包
含
す
る
層
は
攪
乱
さ
れ
た
層
で
あ
り
、
木
簡

の
年
代
は
決
し
が
た
く
、
近
世
以
降
の
資
料
の
可
能
性
が
強
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔分
と

。
「
四
斗
ひ
こ
さ
ふ
郎
□

十

一
月
八
日

〔ふ
郎
と

。
「四
斗
ひ
こ
さ
口
回

十
一
月
□
日
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φｏ
×
館
×
］
〓
μ

大
津
北
郊
の
農
家
で
は
昭
和
初
年
頃
ま
で
は
稲
の
収
穫
の
際
、
翌
年
の
種
モ

ミ
に
月
日
、
量
、
品
種
名
な
ど
を
書
い
た
札
を
付
け
て
お
き
、
翌
年
、
苗
代
に

モ
ミ
を
蒔
い
た
時
、
そ
こ
に
そ
の
札
を
差
し
込
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

そ
の
札
は
折
箱
の
破
片
や
簡
単
な
木
片
に
書
く
の
が
普
通
だ
が
、
て
い
ね
い
な

人
は
特
別
に
木
札
を
削

っ
て
作
り
、

塁
で
書
き
込
ん
だ
と
い
う
。
本
木
簡

は
こ
う
し
た
性
格
を
持

つ
可
能
性
が

あ
る
。

（
林
　
博
通
）

穴
太
遺
跡
木
簡
出
土
地
点
図
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滋
賀
・
服
部
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
守
山
市
服
部
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
四
年

（昭
４９
）
‐

一
九
七
九
年

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
守
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
橋
信
弥

・
山
崎
秀
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
墓
地
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
縄
文
晩
期
を
鎌
倉
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

服
部
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
の
南
、　
一
級
河
川

「
野
洲
川
」
の
下
流
、
天
丼
川
化

し
た
南
北
三
分
流
に
は
さ
ま
れ
た
中
洲
に
所
在
す
る
。
　
一
九
七
四
年

（昭
４９
）

八
月
、
建
設
省
が
実
施
す
る
野
洲
川
政
修
∧
放
水
路
∨
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、

四
次
に
わ
た
る
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
は
、
∧
放
水
路
∨
の
幅
、
東
西
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
延
長
南
北
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
総

面
積
十
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
旧
田
面
下
三
ｍ
ま
で
、
各
時
代
の
遺

構
が
何
枚
も
重
複
し
て
認
め
ら
れ
た
。
検
出
さ
れ
た
主
要
な
遺
構
は
、
①
弥
生

前
期
水
田
跡

。
同
集
落
跡
、
０
弥
生
中
期
方
形
周
濤
墓
群

。
同
集
落
跡
、
Θ
古

墳
前
期
集
落
跡
、
い
古
墳
中

・
後
期
古
墳
群
、
⑤
奈
良

・
平
安
時
代
掘
立
柱
建

物
群
な
ど
で
、
コ
ン
テ
ナ
三
〇
〇
〇
箱
以
上
に
の
ば
る
土
器
類
を
は
じ
め
、
大

量
の
木
器
、
石
器
の
出
土
を
み
た
。

木
簡
を
出
土
し
た
の
は
、
調
査
域
を
約

一
〇

一
ｍ
の
間
隔
で
、
平
行
し
て
東

か
ら
西
に
流
れ
る
二
条
の
濤
で
、　
い
づ
れ
も
、　
そ
の
下
層
か
ら
、　
奈
良
時
代

後
期
の
須
恵
器

。
土
師
器
を
伴

っ
て
出
土
し
た
。
二
条
の
濤
は
、
今
日
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
る
条
里
の
条
界
を
走
る
水
路
の
直
下
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
地
域
の
条
里
施
行
の
上
限
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
奈
良
時
代
に
所
属
す

る
掘
立
柱
建
物
跡
に
は
二
群
が
認
め
ら
れ
、
主
軸
を
正
南
北
に
と
り
、
比
較
的

大
き
な
柱
穴
を
も
ち
、
建
物
の
規
模
も
大
き
い
Ａ
群
と
、
建
物
の
方
位
を
条
里

に
規
制
さ
れ
、
や
や
小
規
模
な
建
物
の
多
い
Ｂ
群
で
、
木
簡
を
出
土
し
た
二
条

の
濤
が
、
後
者
に
関
連
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
濤
内
か
ら
は
、
木
簡

の
ほ
か
、
大
量
の
墨
書
土
器
を
は
じ
め
、

「
乙
貞
」
銘
の
釦
印
、
和
同
開
弥
な

ど
四
種
の
釦
銭
、
帯
金
具
、
横
櫛
な
ど
が
出
土
を
み
て
お
り
、
右
の
二
群
の
建

物
群
が
、

『
和
名
抄
』
所
載
の
野
洲
郡
服
部
郷
の
中
心
的
な
遺
構
で
あ
る
こ
と

を
強
く
示
唆
す
る
と
言
え
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
、
絵
馬
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
曲
物
の
底
に
墨
書
し
た
も
の
を
含
め

て
、
計
五
点
を
数
え
る
。

ω
　
「掛
回

一
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ⇔露
］フ
ト
ｏ幣

②
　
×
□
野
家
五
人
未
一
人

〔
人

力
〕

□
□
□
□
□

③
　
「写
□
〔酢

匪
此
美
　
奴
志
□
□
回
□
岡
□

（
μ］∞
）
×
や∞
×
卜
　
Ｏ
μΦ

（
μ釦中
）
×
∞
μ
Ｘ
〕
　
Ｏ
ＰΦ



ω
　
「皇
ピ

（曲
物
底
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疎
μ儲
×
］
８
μ

Ｏ
　
（絵
馬
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解震
ｘ
（ヽ
じ
×
卜
寓
μ

以
上
五
点
の
う
ち
、
①
の
み
が
、
南
側
の
条
里
濤

（
ｓ
Ｄ
７
）、
②
ぞ
⑤
が
北

側
の
濤

（
Ｓ
Ｄ
５
）
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
④
に
み
え
る

「
農
」
は
、
前
述
の
墨

書
土
器
に
も
、
大
量
に
み
え
て
お
り
、

「
鳥
益
」
と
い
う
墨
書
を
含
め
る
な
ら

３０
点
以
上
に
の
ば
る
。
本
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

誡
黎
郎
鋒

『
服
部
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

（大
橋
信
弥
）

1979年 出上の木簡

服部遺跡木簡出土地点図



秋
田
ｏ払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
四
月
ぞ
十
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

。
小
西
秀
典

５
　
連退
跡
の
種
類
　
地
方
官
衛
跡

６
　
速退
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
墨
書
角
材
出
土
遺
構
の
概
要

払
旧
柵
遺
跡
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
北
側
に
矢
島
川

・
烏
川
、
南

側
は
丸
子
川
に
換
ま
れ
、
長
森

・
真
山
の
二
残
丘
が
東
西
に
並
ぶ
。
外
郭
線
は

二
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
、
内
郭
線
は
長
森
を
囲
む
よ
う
に
廻
っ
て
い
る
。

第
三
〇
次
発
掘
調
査
は
外
郭
南
門
跡
よ
り
西
へ
約
八
Ｏ
Ｏ

ｍ
を
対
象
と
し
た
。

本
調
査
は
、
外
郭
線
角
材
列
位
置
及
び
重
複
、
堀
及
び
櫓
施
設
の
共
伴
等
の
確

認
を
目
的
と
し
た
。

墨
書
角
材
の
出
上
場
所
は
、
外
郭
南
門
か
ら
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
方
で
、

３０
‐
２

地
点
と
呼
び
、
検
出
し
た
遺
構
は
Ｓ
Ａ
三
〇
九
角
材
列
で
あ
る
。
角
材
の
埋
設

は
上
面
幅
○

・
六
ｉ
Ｏ

・
六
五
ｍ
、
底
面
幅
○

・
三
五
ぞ
○

。
四
ｍ
の
布
掘
り

を
お
こ
な
い
、
そ
の
壁
に
、
あ
る
い
は
、
ほ
ば
中
央
に
据
え
て
い
る
。
当
地
点

の
角
材
寸
法
は

一
辺
平
均

一
七

・
七
×
二
〇

。
八

ｃｍ
で
あ
る
。
墨
書
角
材
は
底



部
か
ら
現
存
先
端
ま
で
高
さ
○

・
八
八
ｍ
、
木
表

二
異
幅
○

。
二
四
ｍ
、
こ
ば

面
幅
○

。
三
二
ｍ
で
あ
る
。
木
一異
は
く
さ
び
の
よ
う
な
工
具
で
割
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
木
表
側
は
年
輪
面
が
磨
か
れ
た
よ
う
に
光
沢
を
も
ち
、
両
こ
ば
面
は

手
斧

（幅
五
９

に
よ
り
丁
寧
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
四
方
向
か
ら
手

斧
で
削
ら
れ
、
と
く
に
両
こ
ば
側
か
ら
の
削
り
が
深
い
。
角
材
の
こ
ば
面
左
側

に
墨
書
が
あ
る
。
墨
書
は
角
材
の
底
部
か
ら
○

・
三
二
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
タ
テ

六

。
二

Ｃｍ
、

ヨ
コ
一
・
九

ｃｍ
間
に
三
文
字
あ
る
。
墨
書
角
材
は
偶
然
の
発
見
で
、

墨
書
面
が
ど
の
方
向
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
か
は
不
切
で
あ
る
が
、
地
中
で
あ

っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
角
材
観
察
で
は
、
寸
法
の
長
い
方
を
列

方
向
に
埋
設
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
墨
書
面
は
角
材
と
接
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

８
　
墨
書
角
材
の
釈
文

・
内
容

墨
書
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

〔
ォ
カ
〕

ｆ

百
□
」

「
校
」
は
古
代
に
お
け
る
木
材
の
数
量
単
位
で
あ
る
。
通
常
、
趾
物
の
柱
は

「
根
」
ま
た
は

「
校
」
、
板
材
は

「
枚
」
を
用
い
、
桁

・
長
押
な
ど
主
と
し
て

「
枝
」
を
用
い
て
い
る
。　
コ

百
」
の
下
部
は
墨
痕
が
う
す
く
、
断
定
は
で
き

な
い
が
、
右
肩
に

「
ヽ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ば

「
一
百
校
」
と

み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

平
川
　
市

「
角
材
塁
書
銘
に
つ
い
て
」
盆
払
―■―
柵
跡
調
査

事
務
所
年
報

一
九
七
九
じ

秋
田
県
教
育
委
員
会
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
　
　
一
九
八
〇
年

（船
木
義
勝
）

1979年 出上の木簡

図 2払 田柵跡角材墨書出土地点慨念図

51

図 1 払|1 跡角相イI書出土地)i(図

写真 角材の墨書 (部分)



広
島
・草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
二
月
十
九
日
ｉ
十

一
月
三
十
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
俳
究
所
代
表
　
松
下
正
司

５
　
泣退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
ｉ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
に
は
、
第
二
七
次
調
査
と
し
て
東
西

。
南
北
共
四
〇
ｍ
の
一

六
〇
〇
ポ
を
、
遺
跡
包
蔵
中
州
北
部
で
実
施
し
た
。
前
年
度
ま
で
に
調
査
区
北

方
で
は
東
西
方
向

・
南
北
方
向
の
石
敷
道
路

・
柵
列
や
土
羨

・
池

・
満

・
柱
穴

な
ど
を
、
調
査
区
東
方
で
は
濤

・
石
積
護
岸
な
ど
を
検
出
し
、
柵
と
濤
に
四
ま

れ
た
町
割
の
様
相
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
る
。

木
衝
は
Ｓ
Ｄ
五
六
〇

。
一
三
七
五
の
各
濤
や
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇

・
一
七
九

一
池
、

Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
土
羨
か
ら
八
八
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
五
六
〇
は
長
さ
三
二
ｍ

×
幅
二
・
五
ぞ
四
・
五
ｍ
を
測
る
東
西
濤
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五
は
幅
二
・

五
ぞ
六

・
五
ｍ
×
深
さ
○

・
五
ｍ
を
測
る
南
北
濤
で
、
今
次
調
査
ま
で
に
長
さ

四
六

・
五
ｍ
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇
は
東
西

一
三
ｍ
×
南
北
八
ｍ
の
長

方
形
を
呈
す
る
池
で
、
上
部
に
は
焼
土

・
壁
土

・
炭

・
灰
を
多
く
含
む
小
礫
が

あ
り
、
そ
の
下
層
に
も
径
二
〇
―
八
Ｏ

ｃｍ
大
の
石
が
埋

っ
て
い
た
。
Ｓ
Ｇ

一
七

九

一
は
東
西

一
八
ｍ
以
上

×
南
北

一
四
ｍ
の
池
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
は
東

西
二

・
五
ｍ
×
南
北
五
ｍ
の
長
円
形
を
呈
す
る
土
羨
で
あ
る
。

伴
出
遺
物
は
土
製
品

。
木
製
品
な
ど
種
類
が
多
く
、
特
に
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇

・

一
七
九

一
は
顕
著
で
あ
る
。
共
伴
し
た
土
師
質
土
器
か
ら
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五

・
Ｓ

Ｇ

一
七
九
〇

・
一
七
九

一
・
Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
は
室
町
時
代
前
半
、
Ｓ
Ｄ
五
六
〇

は
室
町
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
八
八
点
が
出
上
し
た

（墨
痕
の
見
ら
れ
な
い
も
の
が
ほ
か
に
九
点
あ
る
）
。

こ
の
中
に
は
柿
経

（
３
）
や
呪
符

（
４
・
９
）
な
ど
庶
民
信
仰
と
関
連
の
深
い
も

の
や
、
舟
形
木
製
品
に

「
下
」
の
字
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
様
な

特
殊
な
も
の
を
除
く
と
形
態
的
に
は
表
面
長
方
形
な
い
し
削
り
込
ん
だ
角
材
の

一
端
に
焼
火
箸
で
孔
を
穿

っ
た
も
の
が
多
く
、
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に

切
込
み
を
入
れ
た
も
の
や
断
片

・
削
届
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
荷
札
な
い
し
商

い
を
す
る
際
の
メ
モ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
以
下
、
主
な
も

の
に
つ
い
て
遺
構
ご
と
に
列
挙
す
る
。

Ｓ
Ｄ
五
六
〇

ω
　
「　
あ
つ
き
百
文
□
□
□

□
□
こ

〔五
カ
〕

□

国

い
た
す
　
」
　
　

　

　

　

　

μ〕マ
∞ダ
“

窯
ω



1979年出上の木術

②
・
コ米
一回
麟
へり笠
区Ｆ

〔丘
ハカ
〕

。
「□
え
せ
う
殿
」

。
「日
日
―十
日
□
」
（左
側
面
）

Ｓ
Ｄ
一
三
七
五

０

　

南
元
阿
秀
陀
佛
」

14)

〔鬼
ヵ
〕

層
□
見
阿
く

牌
∞
∞
Ｘ
］
伽
Ｘ
］
〇
　
　
〇
Ｎ
卜

（
ドヽ
枷
）
×
μ∞
Ｘ
Ｐ　　
Ｏ∞
岸

（∞〇
）
×
μＮ
Ｘ
］　　〇∞卜

Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇

０
。
「尤
可
為
本
望
欺
」

。
「本
　
　
　
　
国
」

⑥
・

於
し
免
　
　
」

。

本

　

　

□
」

Ｓ
Ｇ

一
七
九

一

⑦

「古
　
　
　
　
国
□
」

Ψ
軍
伍
貫
文
鉾
籟
」

。「＜講
列
の
（花押）」

Ｓ
Ｋ
一
八
二

　
〔

五
　

〕

ω

「咄
天
工
療
　
」

▼ ,

草戸千軒町遺跡概念図

μ
∞
∞
Ｘ

牌
『

×

］

　

Ｏ
μ
⇔

（
解〇
解
）
×
μ∞
Ｘ
］
　
〇
∞
μ

］
］
中
Ｘ
（∞
卜
）
Ｘ
〕　
　
Φφ
牌

枷
⇔
×

中
∽
Ｘ

枷
　
　
〇
∞
中

や
滓
頓
Ｘ

Ｐ
Φ
Ｘ

”
　
　
Ｏ
μ
『

⑪
は
小
豆
、
②
は
米
、
①
は
銭
の
売
貝

・
貸
借
の
時
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

う
。
花
押
の
記
さ
れ
た
も
の
は
本
遺
跡
で
は
初
見
で
あ
る
。
⑨
は
北
紅
星
に
関

す
る
呪
い
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

軸
期
解
・太
酬
〓
小
脚
・原
謡
鰤
政．
鯨

　

「
草
戸
千
軒
町
造
跡
第
２７
次
調
査
中
岡
報

告
」
（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『車
戸
千
軒
』
配
７６
）
一
九
七
七
年
（志
田
原
二
人
）



車戸千1千 町遺跡

出土木術 (8X2)

尾道市街地遺跡

出土木衛

1,2



奈
良

・
平

城

宮

跡

（第

一
六

二

七
盗

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
二
月
１
十
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
宮
城
の
南
面
中
央
門
で
あ
る
朱
雀
門
と
そ
の
内
方
に
接
す
る
地
区

で
あ
る
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
朱
雀
関
と
東
西
両
脇
門
、
南
面
大
垣
の

他
、
柵
二
条
、
掘
立
柱
列
二
条
、
濤

一
五
条
で
あ
る
。

木
簡
は
、
門
の
内
方
に
あ
る
バ
ラ
ス
敷
の
幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
の
東
西
両
側

濤
の
う
ち
、
西
側
濤
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
か
ら
九
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
は

二
つ
の
濤
が
重
複
し
て
お
り
、
上
層
濤
は
朱
雀
門
の
手
前
三
八
ｍ
で
西
折
し
て

門
基
壇
部
を
避
け
て
南
流
し
、
下
層
濤
は
南

へ
直
進
し
て
門
基
壇
に
よ
っ
て
断

ち
切
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
こ
の
下
層
濤
は
朱
雀
門
造
営
以
前
の
も
の

で
あ
り
、
平
城
官
造
営
以
前
に
存
在
し
た
下
ツ
道
の
西
側
待
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
下
層
濤
か
ら
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω
。
「関
く
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
〔酔
腿
足
＝

＝
石
許
田
作
人
」

。
「同
伊
刀
古
床
呂
承能鞍筋維人肱欲跡離誠歓勧上埜ヱ剛欝謝鮫締＝

＝
Ⅲ
“黎
一
聯
一
一　

　
　
　
　

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
∞
ω
Ｘ
∞
⇔
×
μ
Ｏ
　
Ｏ
牌
μ

②
。
　

□
□

×
事

捉
人
守
人
連
奉
」

〔旨

上
と

・
×
得
□
□
口

［日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞Φ解）×
（釦μ）×
枷　　〇解Φ

Ｏ
　
「＜
大
野
里
五
百
木
部
己
日
米
五
□
＜
」
　

　

　

］］聟
∞鷲
ｏ
目

ｍＷ一　　　一τ山』日」＝脚一ヵ
〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ噛∞）×

（∞∞）×
ヽ
　
〇∞牌

〔太
ヵ
〕

０
　
高
田
寺
回
□

□
□
□
□
□
□

（ω∞Φ）
×
（Φ）
Ｘ
Ｎ　　Ｏ∞
ド

ω
は
過
所
符
で
、
八
世
紀
の
も
の
と
し
て
は
は
じ
め
て
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
。
木
筒
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
上
限
は
、

「
大
初
上
」
と
記
さ
れ
て
、
大
宝
令
以
後
の
位
階
制
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
宝
元
年

（七
０
５

三
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
下
限
に
つ
い
て
は
、
④

『
令
集
解
』
公
式
令
内
印
外
印
等
条
所
引
の
古
記
に
よ
れ
ば
、
大
宝
令
で
は
過

所
符
は

「
使
に
随
い
竹
木
を
用
う
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
霊
亀
元
年

（七
一
五
）



1977年以前出上の木簡 (工 )

に
は
過
所
符
に
諸
国
印
を
捺
す
こ
と
に
な
り
、
過
所
符
に
は
原
則
と
し
て
竹
木

を
用
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、
●
地
名
表
記
が
国
郡
里
制
に
よ
っ
て
い
て
霊
亀
元

年
の
郷
里
制
の
施
行
以
前
で
あ
る
こ
と
、
い
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
の
下
層
が
霊
亀
元

年
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る

（『続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
正
月
甲
中
条
）
朱
雀

門
の
基
壇
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
等
の
こ
と
か
ら
、
霊
亀
元
年
以
前
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

滝
川
政
次
郎

　
「
過
所
考
」
上

。
中

・
下

３
日
本
歴
史
』
第
一
一

八
１
〓
６
号
）
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

一
九
六
三
年

宇
野
茂
樹
　
　
「
近
江
国
阿
伎
里
阿
伎
氏
族
に
つ
い
て
」

（『史

跡
と
美
術
』
二
五
五
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

田

対
塁
軍
永

「
平
城
京
址
発
掘
木
筒
の
左
京
小
治
町
に
つ
い

て
」

３
大
和
文
化
研
究
』
第
一
〇
巻
二
号
）
　

　

一
九
六
五
年

「
古
道
の
歴
史
」

（『古
代
の
日
本
』
五

所
収
）

一
九
七
〇
年

『
平
城
官
木
簡
二
解
説
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

『
平
城
官
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅸ
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（清
田
善
樹
）

同 籟 岸
研国

霧劣

`1)(3)

木簡出土遺構図



1977年以前出上の木簡 (工 )

奈
良
。
平
城
宮
跡

（第
一
八
ち

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
五
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
似
本
亀
治
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
跡

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
第

一
八
次
調
査
は
一
九
六
四
年

（昭
和
３９
）、
官
の
西
辺
―
―
西
面

中
間
（佐
伯
円
）
と
同
南
門
（玉
手
関
）
の
中
間
の
地
域
で
ト
レ
ン
チ
発
掘
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
全
体
は
南
流
す
る
秋
篠
川
の
旧
河
道
に
あ
た
り
、

官
造
営
時
の
埋
め
た
て
後
も
東
西
幅
約
二
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
一
ｍ
の
く
ば
み

が
残

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
遺
構
は
こ
の
上
に
認
め
ら
れ
、
東
西
に
走

る
掘
立
柱
塀
等
の
他
、
特
徴
あ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。
そ
れ
は
、
南
北
三

・
五

ｍ
、
東
西
四
ｍ
以
上
の
方
形
の
区
画
に
木
杭
を
め
ぐ
ら
し
た
施
設
で
あ
り
、
そ

の
内
側
に
は
径

一
・
四
ｍ
、
深
さ
は
○

・
七
ｍ
を
こ
え
る
円
形
の
上
羨
が
掘
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
杭
列
と
土
羨
は

一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
土
羨
内
の
木
威

を
多
く
か
く
ん
だ
堆
積
土
中
の
遺
物
か
ら
れ
こ
の
地
区
に
鍛
冶
関
係
の
工
房
の

存
在
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
簡
も

一
九
点
が
右
の
上
羨
よ
り
出
土
し
い



釘
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
出
土
し
た
遺
物
は
金
属
利
器
の
た

め
の
木
柄

・
輸
日
・
鉱
滓
な
ど
特
徴
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
木
製
品
と
し

て
、
大
量
の
鏃
形

・
刀
子
形

・
座
金
形

・
鋲
形

・
釘
形

・
ピ
ン
形
等
の
木
製
雛

形
、
及
び
工
具
を
構
成
す
る
鎌
柄

・
錐
柄

・
刀
子
柄

・
基
柄

・
鈍
柄
等
と
そ
の

未
成
品
が
出
土
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
金
属
製
品
と
し
て
も
帯
金
具

・
鉄
鎌
先

。
鉄
釘

・
鉄
針
金
等
が
出
上
し
て
お
り
、
全
体
を
通
し
て
鍛
冶
工
房

の
存
在
を
推
定
す
る
強
い
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
「＜
打
合
釘
士
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
溢
ダ
¨
ｏ驚

②
　
�
□
．醍
胸
二
枚
□
堺
打
下
口

□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

０
　
×

□
平
目
釘

一
千
六
百
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ常

④
。
「□
肥
合
釘
百
」

。　
「　　　諄貯刑
一　一言脚中　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞μ
×
出伽
Ｘ
”　　〇］μ

木
簡
は
計

一
九
点
が
出
土
し
た
が
、
材
の
腐
蝕
し
た
も
の
が
多
く
、
判
読
し

得
る
も
の
は
少
い
。
そ
の
う
ち
釘
に
関
連
し
た
記
載
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
①

の

「
平
目
釘
」
は
正
倉
院
文
書
に
み
え
る

「
平
頭
釘
」

（「大
日
本
古
文
圭
Ｅ
一
五

十
三
正
０

と
同
じ
も
の
か
。
ω

。
①
の

「
打
合
釘
」
も
正
倉
院
文
書
に
散
見

す
る

（同
上
）。
ま
た
②
の

「
堺
打
」
は
銅
製
品
を
毛
彫
り
す
る
工
程
の
こ
と
で

や
は
り
正
倉
院
文
書
中
に
釦
工
と
し
て
の

「
堺
打
工
」
が
み
え
る

か同
〓
ハ
ー

「
昭
和
３９
年
度
平
城
宮
調
査
出
上
の
木
簡
」

Ｇ
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
六
五
し
　
　
一
九
六
五
年

「
昭
和
３９
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
概
要
」

（同
右
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

「
平
城
京
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
用
の
上
羨

に
つ
い
て
」

（奈
良
市

『平
城
京
の
復
原
保
存

計
画
に
関
す
る
調
査
研
究
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年

『
平
城
官
木
簡
二
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四

・
五
年

『
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
Ⅸ
』
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（佐
藤
　
信
）

二
九
一し
。

９
　
関
係
文
献

田
中
　
琢

横
山
浩

一

工
楽
善
通

狩
野
　
久

惨鵬
躙短政

可

Ｘ

＝
ヽ

＝

―

，

Ｓ

木簡出土遺構図



1977年 以前出上の木術 (二)

奈
良
。
平
城
宮
跡
　
（密
δ
６

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
七
月
ｉ
十

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｔ
平
安
時
代
初
期

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
官
跡
第
二
〇
次
調
査
は
、
第

一
〇

。
一
一
。
一
三
次
調
査
と
つ
づ
い
た

推
定
第
二
次
内
裏
の
北
外
郭
の
調
査
を
し
め
く
く
る
意
味
を
も

っ
て
、　
一
九
六

四
年

（昭
和
３９
）ヽ

北
外
郭
中
央
区
の
東
半
部
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
北
外
郭

は
推
定
第
二
次
内
一異
内
郭
の
北
面
築
地
回
廊
と
内
一異
外
郭
の
北
を
限
る
築
地
と

に
は
さ
ま
れ
た
東
西
に
長
い
地
域
で
あ
る
が
、
諸
調
査
の
結
果
、
そ
の
中
央
区

は
四
辺
を
築
地
に
囲
ま
れ
た

一
つ
の
官
衝
区
域
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
北
外
郭
中
央
区
は
、
南
北
塀
や
遺
構
の
配
置
に
よ
っ
て
そ
の
内
が

さ
ら
に
東
半
部

。
西
半
部
に
三
分
さ
れ
て
お
り
、
西
半
部
に
は
建
物
群
が
整
然

と
配
さ
れ
て
い
た
が
、
東
半
部
で
は
建
物
は
少
な
く
広
い
空
地
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
東
半
部
の
南
端
近
く
に
お
い
て
、　
一
〇
個
の
上
羨
が
密
集
し
て

検
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
の
上
羨
か
ら
木
簡
の
出
上
が
み
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
よ
う
な
遺
構
の
あ
り
方
か
ら
、
北
外
郭
中
央
区
の
官
衝
は
、
建
物

群
と
作
業
場
的
空
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
官
衡

は
、
第

一
三
次
調
査
出
上
の
墨
書
土
器
の
記
載

３
内
裏
盛
所
し

か
ら
、
内
膳
司

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
は
、
東
西
三
・
五
ｍ
、
南
北
三
・
四
ｍ
、
深
さ
○

。
九

ｍ
の
ほ
ば
正
方
形
の
プ
ラ
ン
を
し
て
い
る
。
埋
上
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、

三
度
の
塵
芥
投
棄
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
木
簡
は
こ
の
う
ち
下
層
の
最
下
部

か
ら
木
製
品

・
瓦

・
土
器
と
と
も
に
出
土
し
た
。
点
数
は
総
計
三
九
四
点
で
あ

り
、
う
ち
約
七
〇
％
が
削
居
で
あ

っ
た
。
木
簡
に
み
え
る
年
紀
は
天
平

一
八
年

（七
四
一Ｃ

・
天
平
勝
宝
二
年

（七
五
〇
）、
「
勝
宝
」
の
三
点
が
あ
り
、
他
方
出

土
土
器
が
同
じ
平
城
官
土
器
編
年
の

「
平
城
官
Ⅲ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
木
簡
を
出
土
し
た
第

一
二
次
調
査
の
土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇

（天
平
一
九
年
を
さ
ほ

ど
降
ら
な
い
）
に
近
い
天
平
勝
宝
年
間
に
埋
没
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

伴
出
し
た
木
製
品
は
刀
形
等
の
祭
祀
具
、
木
針

・
火
鑽
国
等
の
工
具
、
杓
子

・

箸
と
い
っ
た
食
膳
具
、
袖
等
の
加
工
の
あ
る
部
材
な
ど
豊
富
で
あ
り
、
注
目
さ

れ
る
。

土
羨
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
は
、
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
に
あ
る
大
き
な
浅

い
く
ば
み

（
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
）
の
中
に
掘
ら
れ
た
八
個
の
土
羨
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
り
、
平
面
は
東
西
三
・
八
ｍ
、
南
北
二
・
四
ｍ
の
不
整
形
を
し
、
深
さ
は
○

。
三
ｍ
で
あ
る
。
埋
土
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
上
層
か
ら
木
簡

一
一

一
点
が
大
量
の
檜
皮

。
木
材
片
と
と
も
に
出
上
し
た
。
木
簡
の
中
に
は
木
材
や



扉
金
具
の
進
上
に
つ
い
て
の
も
の
が
あ
り
、
木
材
片

・
構
皮
が
大
量
に
出
土
し

た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
本
土
羨
が
こ
の
地
区
の
造
営
に
と
も
な
う
廃
棄
物
の
処

理
用
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
埋
没
年
代
は
、
掘
り
込
ま
れ
た
層
位
の

違
い
か
ら
、
先
の
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
よ
り
も
古
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
紀
年
木

簡
を
み
て
も
神
亀
五
年
（七
一一八
）
と
天
平
元
年

（七
二
九
）
に
四
点
が
集
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
時
点
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
時
期
の
土
羨
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
の
木
簡
出
土
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
は
、
右
の
上
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二

の
東
北
方
に
あ
り
、
同
じ
く
大
き
な
浅
い
く
ば
み

（
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
）
の
中
に
掘

り
込
ま
れ
て
い
る
。
平
面
は
ほ
ぼ
方
形
で
、
東
西
三
ｍ
、
南
北
二
。
一
ｍ
、
深

さ
〇

・
三
ｍ
を
計
る
。
土
羨
内
の
最
下
層
の
構
皮
を
主
と
し
た
有
機
質
層
か
ら

木
簡

一
七
点
が
出
土
し
て
い
る
０
檜
皮
が
多
く
投
棄
さ
れ
て
，お

り
、
Ｓ
Ｋ
二

一

〇
二
と
同
じ
く
造
営
時
の
塵
芥
処
理
用
の
上
羨
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
一
土
壌

ω
。
「請
群
必瞬
雛
〓
婢
　
企ゴ
硫
僻
ぼ
紹
笠
弔
牡
件
エ

。
「　
　
　
十

一
月
七
日
安
曇
田
主
　
　
」
　
　
　
Ｐ∞マ
∞聟
、
冨

②
・
×
国
　
蔵
マ
小
宅
美
国
人
史
生
回
□
×

・
×
回
　
納
綿
三
屯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
）ｘ
ｅ
溢

Φ驚

①

。
「
誡
綿
腑

」

。
「
一　
一在
十
」

ぐ・１ナ
　
「＜
若
狭
國
遠
敷
郡
購
醐
一御
罐
」

働
贔
吋

狩
堅

返
敷
郡
木
×

。
　

　

天
平
勝
賓
二
×

９
。
「国
□
里
額
唯絲
判鰯訪
観茅斗
」

。
「　
天
平
十
八
年
九
月
□
日
」

④
　
□
採
薪
一

一
荷
賊
鞣
雌
杞

ω
　
「＜
飛
炎
架
釘
六
十
」

⑨
　

飛
炎
宇
助
釘
七
十
日
×

Ｓ
Ｋ
工
一
０
二
土
壌

⑩
。
「集
一進
即
高
ぃ
十
ュ
腟
小中
断

ノ、一
雛

□
Ｘ

。
「　
付
宿
奈
麻
呂

①
　
「邊
附
ム
彼
躙
器
出
□□□□
」

⑫
。
「＜
越
前
國
大
野
郡
調
銭
」

。
「＜
□
貫
　
天
平
元
十
月
十
一
日
」

⑮
Ｏ
〉〈
や
ヽ
Ｘ

ω
　
　
Ｏ
ω
】

μ
〕
釦
×

］
ド

Ｘ

∞
　
　
〇
∞
中

（
μＯ
］
）
×
（
や
Φ
）
Ｘ
　ヽ
　
〇
牌Φ

μ
∞
Φ
Ｘ
い
ヽ
〉ハ
ヽ
　
　
Ｏ
μ
μ

Ｏ
Φ
μ

牌
銅
ヽ
×
］
Φ
×
枷
　
　
〇
∞
］

（
μμω
）
×
（
μ∞
）
×
∞　　Φ∞
μ

（
μ⇔
四
）
Ｘ
∽⇔
×
ヽ

Ｐ卜
∞
×
（『
）
×
ト

Φ
μ
Φ

〇
∞
牌

Ｎ
］
×

中
卜
Ｘ

∞
　
　
〇
∞
中
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⑬
　

□
□
平
釘
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ津

⑭
。
「＜
播
磨
國
佐
用
郡
調
錢

ｉ
瞭
望

。
「＜
　
　
天
平
元
年
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
μμ支
ｅ
益

ｏ驚

ω
　
×
嗣
触
鯉
期
瑯
神
範
五
年
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（錦
Ｙ
ゃマ
］
ｏ毬

⑭
　
「沙
山
進
上
交
易
材
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦマ
∞メ
ド
Φｒ

Ψ
配
□
所
進
醸
尉歎腫噸崎
半
雖
鉢隻長守
　
　
」

。
郁

牌
朝
胞
四
枚

本
受

鐵

訓

」
戸

十

雨
損

冊
矮
新
針
珈

月
菫

一日
足
性

∞
⇔
∞
Ｘ
ヽ
Φ
Ｘ
卜
　
Ｏ
μ
Ｐ

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
土
壌

⑬
　
　
「
／く＼河

原

郷

田
剛
朝
畑
卦
荘
斗

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞
μ
ｘ
（μΦ
）
×
∞
　
〇
∞］

〔子
ヵ
〕

土
羨
Ｓ
Ｋ
二
一
〇

一
出
土
木
簡
を
み
る
と
、
Ｏ

ｏ
②
は
成
部
の
飯
の
請
求

・

綿
の
収
納
に
関
す
る
文
書
木
簡
。
①
の
木
簡
は
題
畿
軸
で
あ
る
。

「常
宮
」
は

『
万
葉
集
』
の
題
詞

（四
三

〇
番
）
に

「東
常
官
南
大
殿
」
と
も
あ
る
が
、
不

詳
。
①
は
飛
炎
垂
木
を
打
ち
つ
け
る
釘
の
付
札
。
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
の
木
簡

で
は
、
建
築
部
材
関
係
の
記
載
が
注
目
さ
れ
る
。
⑩
は
泉
津
か
ら
の
木
材
進
上

の
文
書
で
あ
り
、
⑩
も
交
易
材
の
進
上
を
記
す
。
ω
の

「
辺
付
」
は
扉
構
え
の

部
材
、
０
の

「
拳
鉱
」

（
ア
ゲ
カ
ス
ガ
イ
）
・
「
牒
」

。
「
尻
塞
」

。
「
銭
」
等

の
鉄
金
具
も
屎
に
付
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
側
は
造
営
の
年

紀
を
も
記
し
て
お
り
、
本
上
羨
の
年
代

を
示
唆
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

阿
中
　
琢
　
　
「
昭
和
３９
年
度
平
城

宮
調
査
出
土
の
木
簡
」

ら
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
年
報
一
九
六
五
し

一
九
六
五
年

横
山
浩

一　

　

「
昭
和
３９
年
度
平
城

工
楽
善
通
　
宮
跡
発
掘
調
査
概
要
」

（同
右
）

一
九
六
五
年

奈
良
国
立
文
　

　

『
平
城
官
跡
昭
和
３９

化
財
研
究
所

年
発
掘
調
査
概
要
』

一
九
六
五
年

同
　
　
　
　
　
『
平
城
官
木
簡
二
』

一
九
七
四

・
五
年

同
　
　
　
　
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査

報
告
Ⅶ
』

一
九
七
六
年

（佐
藤
　
信
）

平城官跡推定第二次内裏北外郭木街出土地点図

″七f=ゴ===・
   ~‐



本

簡

学

会

会

則

第

一
条
　
本
会
は
木
簡
学
会
と
稀
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
奈
良
県
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
充
集

・
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普
及

佐
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

１
　
木
簡
に
関
す
る
情
報
の
蒐
集
お
よ
び
整
理

２
　
研
究
集
会
の
開
催

３
　
会
誌

「
木
簡
研
究
」
そ
の
他
の
判
行

４
　
発
掘
調
査
組
織
、
そ
の
他
関
連
す
る
学
会

・
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び

協
力

５
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
　
木
簡
の
調
査

・
研
究
に
従
事
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一一　
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
を
必
要
と

し
、
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

四
　
会
員
は
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
、
会
誌
の
配
布
を
う
け
、
そ

の
他
前
条
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
会
員
に
本
会
の
目
的
の
遂
行
を
さ
ま
た
げ
る
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に

は
、
委
員
会
は
こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。

１
　
会
長

一
名

２
　
副
会
長
二
名

３
　
委
員
若
干
名

４
　
監
事
二
名

第
七
条
　
委
員

一
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。

一一　
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、
会
則
に
も
と
づ
き
会
務
を
処
理
す
る
。

〓
一　
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
委
員
会
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

四
　
監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
八
条
　
本
会
は
毎
年

一
回
総
会
を
開
く
。

第
九
条
　
木
会
の
経
費
は
会
費
お
よ
び
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十

一
条
　
委
員
会
は
会
務
運
営
の
た
め
、
幹
事
若
干
名
を
委
嘱
し
、
ま
た
細

則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



木

簡

研

究

創
刊
号

創
刊

の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

一
九
七
八
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
藤
原
官
跡
　
紀
寺
跡
　
長
岡
官

・
京
跡
　
平

安
京
西
市
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡
　
士
四
田
南
遺
跡
　
下
郡

遺
跡
　
小
判
田
遺
跡
　
城
山
遺
跡
　
伊
場
遺
跡
　
一
一之
官
遺
跡

御
子
ケ
谷
遺
跡
　
平
形
遺
跡
　
城
輸
柵
遺
跡
　
堂
の
前
遺
跡
　
秋

田
戎
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
長
門
国
府
周

辺
遺
跡
　
一二
宅
廃
寺

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
い

柚
井
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
平
城
宮
跡

（第
五
次
・
第
七
次
）

正
倉

院
伝
世
の
木
簡

中
国
簡
陣
研
究
の
現
状

東
北
地
方
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て

長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家

藤
原
宮
跡
出
上
の
官
奴
搾
関
係
木
簡
に
つ
い
て

記
念
講
演

（Ｍ
・
ロ
ー
ウ
じ

要
旨

木
簡
第

一
号
発
見
の
こ
ろ

（田
中
琢
）

彙
報

頒
価
　
一二
〇
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

鬼 今 平 大
頭 泉 川 庭

清 隆
粥 雄 南 脩



彙

報

木
簡
学
会
第

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

本
簡
学
会
の
第

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
が
、　
一
九
七
九
年
十
二
月

一
日

と
二
日
の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。
大
会
当
日
に
は
、
紙
の
香
も
新
し
い

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号
が
会
員
の

手
元
に
届
け
ら
れ
、
ま
た
、
充
実
し
た
報
告
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
、
木
簡
学
会
の
運
営
が
実
質
的
な
軌
道
に
の
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。

総
会
お
よ
び
研
究
集
会
の
内
容
は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

◇
十
二
月

一
日

（
土
）
午
後

一
時
か
ら

第

一
回
総
会

（議
長
　
野
村
忠
夫
）

挨
拶

（岸
俊
男
会
長
）
木
簡
学
会
設
立
の
経
締

お
よ
び
学
会
の
性
格

・

会
誌

・
会
費
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
木
簡
学
会
は
、
対
象
と
す
る

木
簡
の
性
質
上
、
会
場
の
選
択
が
限
定
さ
れ
、
あ
ま
り
多
く
の
会
員
が

一

堂
に
会
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
研
究
集
会
で
の
成
果
は
、
会
誌
を

通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
広
く
会
員
外
の
方
々
に
も
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
い
。
そ
れ
で
、
会
誌
の
編
集
を
会
の
事
業
の
な
か
で
も

っ
と
も
優

先
さ
せ
、
発
掘
機
関
の
協
力
を
え
て
、
毎
年
、
各
地
で
出
土
す
る
木
簡
の

情
報
を
、
広
く
学
会
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
会
誌
に
反
映
さ
せ
る
。
高
額

の
年
会
費
は
、
出
土
木
簡
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
入
手
し
、
学
会
に
提

供
す
る
た
め
の
活
動
資
金
で
あ
り
、
会
員
の
篤
志
を
あ
お
ぎ
、
学
会
の
維

持
に
つ
と
め
た
い
。

会
務
報
告

（
田
中
稔
委
員
）
　

一
九
七
九
年
二
月
三
十

一
日

ｏ
四
月

一
日

に
行
わ
れ
た
設
立
準
備
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会

・
研
究
集
会

（
四
四
名

参
加
）
の
経
過
説
明
。
現
在
の
会
員
数
は
百
名
を
少
し
超
え
て
い
る
。
『
木

簡
研
究
』
創
刊
号
の
内
容
。
会
誌

『
木
簡
研
究
』
の
編
集
方
針
は
、
ま
ず

第

一
に
、
新
し
く
出
土
し
た
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
。
ど
の
よ

う
な
木
簡
が
、
ど
の
よ
う
な
遺
跡
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
た

か
を
、
各
発
掘
機
関
の
担
当
者
に
お
願
い
し
て
、
報
告
し
て
い
た
だ
く
。

第
二
に
、
既
に
報
告
ず
み
の
木
簡
に
つ
い
て
も
、
年
度
を
さ
か
の
ば
り
、

釈
文
お
よ
び
出
土
状
況
を
確
認
し
な
お
し
て
掲
載
す
る
ほ
か
、
木
簡
に
関

す
る
論
孜
、
あ
る
い
は
研
究
集
会
で
の
報
告
を
再
録
す
る
。
『木
筒
研
究
』

創
刊
号
は
五
〇
〇
部
印
刷
し
、
三
〇
〇
〇
円
で
頒
布

（郵
送
の
場
合
は
三

二
〇
〇
円
）。　
今
後
の
大
会
開
備
日
は
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、
十

二
月
の
第

一
土
曜
日
と
日
曜
日
と
し
た
い
旨
、
報
告
が
あ

っ
た
。

会
計
報
告

（狩
野
久
委
員
）
　

一
九
七
九
年
度
会
計
の
中
間
報
告

（十
二

月

一
日
現
在
）。
こ
れ
は
、木
簡
学
会
の
会
計
年
度
を
四
月
か
ら
翌
年
三
月

末
ま
で
と
す
る
の
が
適
当
か
と
判
断
さ
れ
る
の
と
、
会
誌
が
出
来
上
っ
た

ば
か
り
の
現
時
点
で
は
、
印
刷
代
が
未
払
い
で
あ
り
、
会
誌
売
上
げ
が
い

く
ら
に
な
る
か
不
明
な
た
め
で
あ
る
。
本
年
度
の
決
算
は
、
時
期
的
な
面

で
問
題
を
残
す
が
、
来
年
度
大
会
で
報
告
し
た
い
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ



る
た
め
、
来
年
度
の
予
算
を
組
む
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
年
会
費

一
万

円
は
、
学
会
の
活
動
資
金
と
会
誌
制
作
費
の
補
填

（
五
〇
〇
部
を
印
刷
し
、

三
〇
〇
部
を
販
売
）
に
あ
て
る
と
い
う
基
準
か
ら
算
出
し
た
。

報
告
の
後
、
会
誌
編
集

へ
の
注
文
や
、
会
員
の
数
の
こ
と
に
つ
い
て
、

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
研
究
集
会
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
「
九
州
歴
史
資
料

館
と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
御
好
意
に
よ
り
、
福
岡
県
太
宰
府
町
の

官
ノ
本
遺
跡
第

一
号
墓
か
ら
出
上
し
た
買
地
券
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（赤
外

線
テ
レ
ビ
）
が
公
開
さ
れ
た
。
解
説
は
岸
俊
男
。

研
究
集
会

（議
長
　
青
木
和
夫
）

午
後
二
時
三
五
分
か
ら
午
後
五
時
四
〇
分
ま
で
、
左
記
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
岸
報
告
は
、

『
木
筒
研
究
』
第
二
号
に
収
載
し
、
九
山
報
告
の
要
旨

は
、　
一
九
七
九
年
出
土
の
木
簡
の
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
と
大
宝
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
俊
男

鴨
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
竜
平

な
お
、
鴨
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
、
佐
藤
宗
諄
か
ら
補
足
説
明
が
あ

り
、

「
荊
員
」
の
対
象
は
、
延
喜
式
の
近
江
国
交
易
雑
物
に
み
え
る
刈
安

草
な
ど
稲
以
外
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

懇
親
会
　
午
後
六
時
か
ら
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

◇
十
二
月
二
日

（
日
）

研
究
集
会

（議
長
　
原
秀
二
郎
）

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
正
午
ま
で
、
左
記
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
い
ず

れ
も
本
号
に
収
載
で
き
た
の
で
一
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
伝
遺
跡
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南

平
安
京
内
膳
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
平
良
泰
久

柚
井
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

研
究
集
会
終
了
後
、
午
後

一
時
か
ら
バ
ス
で
藤
原
官
跡
に
む
け
出
発
。

藤
原
宮
東
面
北
門
を
中
心
と
す
る
第
二
七
次
調
査
地
を
見
学
。
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部
で
出
土
し
た
ば
か
り
の
木
簡

を
見
学
後
、
現
地
で
散
会
し
た
。

第
二
回
委
員
会

（十
二
月

一
日
）

第

一
回
総
会
に
先
立
っ
て
、
午
前
十
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
新
入
会
員
の
承

認
、
事
務
局
か
ら
の
会
務
報
告

。
会
計
報
告
の
審
議
、
総
会
運
営
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
た
。

第
二
回
委
員
会

（
一
九
八
〇
年
六
月
五
日
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
に
お
い
て
、
午
後
三
時
か
ら

開
催
。
新
入
会
員
の
承
認
、
会
務

・
会
計
の
経
過
報
告
、

『
木
筒
研
究
』
創

刊
号
の
内
容

。
体
裁
に
つ
い
て
の
反
省
と
、
第
二
号
の
編
集
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
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